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第１章 目的及び使命 

第１条 本学は基督教に基いて女子に大学教育を施すことを以て目的とする。しかして学生に対し基

督教愛の精神を鼓吹し，特に北日本における学術文化の向上と社会及び家庭生活の改善進歩を実現

し，且つ，国際精神の育成につとめることを以て使命とする。 

第１条の２ 各学部の教育研究上の目的は次のとおりとする。 

(１) 現代ビジネス学部現代ビジネス学科は，ビジネス学分野に関する教育研究をとおして，ビジ

ネス学分野の学問体系の理解の基に，ビジネス学分野に関する基本的な知識を体系的に理解した

うえで，ビジネス学の理論と実践の関係について理解する。さらに，これらを総合的に実践する

応用能力を有した幅広い職業人の育成を行うことにより，地域社会への貢献を目指すことを教育

研究上の目的とする。

(２) 教育学部教育学科では，教育学・保育学・心理学・社会福祉学に関する教育研究をとおし

て，教育・保育・福祉の専門分野の基礎的・基本的な知識や技能と課題を探求し解決するための

基礎能力を身に付けた人材を育成していく。理論と実践の関係を踏まえ，総合的に実践する能力

の習得に向けた教育を行うことで，学校や家庭・地域における教育・保育・福祉を主体的に創造

する能力と態度を身に付け，生涯にわたって経験をとおして新たな知識や技能を獲得していくた

めに必要な資質・能力を備えた幅広い職業人を育成することを教育研究上の目的とする。

(３) 生活科学部食品栄養学科は，基礎的な学習能力を養い，自然・社会に対する理解を深めると

ともに，専門分野の体系的学習を通して，食と栄養にかかわる社会の課題を探求し，問題を解決

する能力を身につける。また，学外での実習では，実践能力と地域社会に対する理解とを深め，

演習により，知識の活用能力，論理的思考能力，コミュニケーション能力の修得を目指すことを

教育研究上の目的とする。

(４) 生活科学部生活文化デザイン学科は，生活にかかわる諸問題について「文化」「環境」「デ

ザイン」の側面から総合的にとらえる姿勢や情報収集と分析，プレゼンテーションなどの基礎的

能力を養い，それらの基礎力と，生活科学及び建築学などの幅広い専門知識に基づき，各自の目
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標に応じて，教員，学芸員，建築士などの専門家として，次世代に向けた提案（教育，デザイン

等）を行うことができる能力の修得を目指すことを教育研究上の目的とする。 

(５) 学芸学部日本文学科は，文学・語学・文化・日本語教育の４分野から，幅広くかつ体系的に

「日本のことばと文化」を学び，「日本のことばと文化」について専門的な知見を有し，国内外

で社会の発展と文化の向上に貢献し得る教養ある社会人の養成を目指すことを教育研究上の目的

とする。

(６) 学芸学部英語文化コミュニケーション学科は，英語を中心とする実践的な言語運用能力と,

「ことば」および多様化する文化や社会の学術的な理解をもって，粘り強く語ることのできる力

を身につけて，他者との間にコミュニケーションの回路を構築し，現代社会における様々な課題

を解決することができる人材の育成を教育研究上の目的とする。

(７) 学芸学部人間文化学科は，主体的な実践力を身につけることを目標とし，世界と日本の文化

について総合的な教養を身につけ，特定の学問や資格に偏らない柔軟な思考力の獲得と，国際社

会で生き抜く力の養成を目指すことを教育研究上の目的とする。

(８) 学芸学部心理行動科学科は，一般教育科目の履修を通して幅広い教養を身につけること，な

らびに，人間の心理および行動の特性について学修し，人間についての理解を深めるとともに，

科学的思考の能力の養成を目指すことを教育研究上の目的とする。

(９) 学芸学部音楽科は，音楽についての確かな専門知識と基礎能力をそなえた人材を社会，とり

わけ演奏や教育の現場に送り出すことを目指す。器楽コースと声楽コースでは，演奏技術と表現

力を高め，表現者として音楽文化の創造的発展に寄与する人材を育成する。また作曲コースで

は，確かな理論的基礎と創作力をそなえ，作曲者・編曲者として社会のニーズに応えられる人材

を養成する。いずれのコースにおいても，指導力，応用力，コミュニケーション力を磨き，教育

や演奏の現場において指導者として活躍できる人材の育成を教育研究上の目的とする。

第１条の３ 前条の目的及び使命の達成並びに教育研究水準の向上を図るため，学内で自己点検・評

価を行うものとする。 

２ 前項に係る組織並びに自己点検・評価に関する必要事項は，別に定める。 

第２章 組織 

第２条 本学に，現代ビジネス学部，教育学部，生活科学部及び学芸学部を置く。 

２ 各学部に置く学科及び専攻は次のとおりとする。 

学部 学科 専攻 

現代ビジネス学部 現代ビジネス学科 

幼児教育専攻 

教育学部 教育学科 児童教育専攻 

健康教育専攻 

生活科学部 
食品栄養学科 

生活文化デザイン学科 

日本文学科 

英語文化コミュニケーション学科 

学芸学部 人間文化学科 

心理行動科学科 

音楽科 

３ 教育学部教育学科児童教育専攻に，教育目標に応じて次の履修コースを設ける。 

(１) 幼小コース

(２) 小特コース

(３) 小中コース

第２条の２ 本学には大学院を置く。 

大学院は，人文科学研究科英語・英米文学専攻，日本語・日本文学専攻，人間文化学専攻，生活
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文化デザイン学専攻及び健康栄養学研究科健康栄養学専攻をもって構成する。 

２ 大学院に関する規則は別に定める。 

第３章 修業年限及び収容定員 

第３条 本学の修業年限は４年とする。ただし，８年をこえて在学することはできない。 

２ 前項の規定にかかわらず，学生が，職業を有している等の事情により，標準修業年限を超えて一

定の期間にわたり計画的に教育課程を履修し卒業することを申し出たときは，長期履修学生として

その計画的な履修を認めることができる。なお，長期履修期間を含め在学期間は８年を超えないも

のとする。 

３ 前項の長期履修学生について必要な事項は，別に定める。 

第４条 本学の入学定員及び収容定員は次のとおりとする。 

学部 学科・専攻 入学定員 収容定員 

現代ビジネス学部 現代ビジネス学科 95名 380名 

教育学科 190名 760名 

教育学部 
（幼児教育専攻） （90名） （360名） 

（児童教育専攻） （50名） （200名） 

（健康教育専攻） （50名） （200名） 

生活科学部 
食品栄養学科 100名 400名 

生活文化デザイン学科 60名 240名 

日本文学科 100名 400名 

学芸学部 

英語文化コミュニケーション学

科 
70名 280名 

人間文化学科 35名 140名 

心理行動科学科 80名 320名 

音楽科 20名 80名 

第４章 授業科目 

第５条 本学には次の授業科目を置く。 

一般教育科目 

専門教育科目 

教職に関する科目 

図書館学に関する科目 

学芸員に関する科目 

学校図書館司書教諭に関する科目 

第５章 履修方法及び課程修了の認定 

第６条 本学は第１年度から一般教育科目の外に専門教育科目を履修せしめ，遂年これを増加する。 

第７条 １授業科目の学修を修了した者には，別に定める単位を与える。（別表１，２―１，２―

２，２―３，３，４，５，６，７，８及び９） 

各授業科目に対する単位数は，１単位の授業科目を45時間の学修を必要とする内容をもって構成

することを標準とし，授業の方法に応じ，当該授業による教育効果，授業時間外に必要な学修等を

考慮して，次の基準により単位数を計算するものとする。 

(１) 講義及び演習については，15時間から30時間までの範囲で本学が定める時間の授業をもって

１単位とする。

(２) 実験・実習及び実技については，30時間から45時間までの範囲で本学が定める時間の授業を

もって１単位とする。

ただし，芸術等の分野における個人指導による実技の授業については，本学が定める時間の授

業をもって１単位とすることができる。 

２ 前項の規定にかかわらず，卒業論文，卒業研究，卒業制作等の授業科目等については，これらの
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学修の成果を評価して単位を授与することが適切と認められる場合には，これらに必要な学修等を

考慮して，単位数を定めることができる。 

３ 第１項の授業は，文部科学大臣の定めるところにより，多様なメディアを高度に利用して，当該

授業を行う教室等以外の場所で履修させることができる。当該授業に係る詳細については別に定め

る。 

第８条 授業科目の学修修了の認定は試験又は論文による。ただし，実験・実習，演習及び実技は平

常の成績によって認定することができる。 

第９条 各授業科目の試験成績は100点をもって最高とし，60点以上を合格とする。 

第10条 各授業科目について授業時数の三分の一以上欠席した者は，その授業科目の学修修了の認定

を受けることが出来ない。 

第11条 授業料その他納付金未納の者は，授業科目修了の認定を受けることが出来ない。 

第12条 正当な事由により試験を受けることが出来なかった者又は試験に不合格であった者の為に，

追試験又は再試験を行なうことがある。 

第13条 休学中の者はその学年次の試験を受けることができない。 

第13条の２ 本学において教育上有益と認めるときは，学生が原則として予め本学と事前協議が成立

している他の大学又は短期大学の授業科目を履修することを認めることができる。 

２ 前項の規定により学生が修得した単位を，60単位を超えない範囲で本学における授業科目の履修

により修得したものとみなすことができる。 

第13条の３ 本学において教育上有益と認めるときは，学生が行う短期大学又は高等専門学校の専攻

科における学修その他文部科学大臣が別に定める学修を，本学における授業科目の履修とみなし，

単位を与えることができる。 

２ 前項により与えることができる単位数は，前条第２項により本学において修得したものとみなす

単位数と合わせて，60単位を超えないものとする。 

第13条の４ 本学において教育上有益と認めるときは，学生が本学に入学する前に大学又は短期大学

において履修した授業科目について修得した単位（科目等履修生により修得した単位を含む）を，

本学に入学した後の本学における授業科目の履修により修得したものとみなすことができる。 

２ 本学において教育上有益と認めるときは，学生が本学に入学する前に行った前条第１項に規定す

る学修を，本学における授業科目の履修とみなし，単位を与えることができる。 

３ 前２項により修得したものとみなし，又与えることのできる単位数は，編入学，転学等の場合を

除き，本学において修得した単位以外のものについては，第13条の２第２項並びに前条第２項によ

り本学において修得したものとみなす単位数と合わせて60単位を超えないものとする。 

第13条の５ 本学において教育上有益と認めるときは，原則として予め本学と事前協議が成立してい

る外国の大学又は短期大学もしくはこれに相当する教育研究機関へ学生が留学することを認めるこ

とができる。 

２ 前項の規定により学生が得た学修の成果については，第13条の２第２項並びに第13条の３第２項

及び前条第３項により本学において修得したものとみなす単位数と合わせて60単位を超えない範囲

内で，本学において修得した単位とみなすことができる。 

３ 第１項による留学の期間は，在学期間に算入することができる。 

４ 留学に関して必要な事項については，別に定める。 

第13条の６ 外国人留学生（大学において教育を受ける目的を持って入国し，本学に入学した外国人

留学生をいう。以下同じ）の教育について，本学が必要と認めるときは，第５条に規定する科目の

ほか，日本語科目及び日本事情に関する科目を置き，これらに関する授業科目を開設することがで

きる。 

２ 外国人留学生は，卒業の要件として修得すべき単位数のうち一般教育科目については16単位ま

で，外国語科目については８単位まで，日本語科目又は日本事情に関する科目についての単位で代

えることができる。 

第13条の７ 前条の規定は，外国人留学生以外の学生で外国において相当の期間中等教育（中学校又

は高等学校に対応する学校における教育をいう）を受けた者の教育について本学が必要であると認
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める場合に準用する。 

第13条の８ 第７条第３項の授業の方法により修得する単位は，60単位を超えないものとする。 

第６章 卒業及び学位 

第14条 本学に４年以上在学し，次の卒業単位数を修得した者は教授会の議を経て学長が，卒業を認

定し卒業証書・学位記を授与する。 

学部 学科 卒業単位数 

現代ビジネス学部 現代ビジネス学科 124単位 

教育学部 教育学科 124単位 

生活科学部 
食品栄養学科 124単位 

生活文化デザイン学科 124単位 

日本文学科 124単位 

英語文化コミュニケーション学科 124単位 

学芸学部 人間文化学科 124単位 

心理行動科学科 124単位 

音楽科 124単位 

２ 編入学生については，前項の規定にかかわらず，本学に２年以上在学し，別に定める単位を修得

しなければならない。 

第14条の２ 本学の第４学年に進級するためには，第３学年までに別に定める単位を修得しなければ

ならない。 

第15条 教員免許状授与の所要資格を得ようとする者は，第14条の規定によるほか所定の授業科目を

履修しなければならない。（別表10―１） 

取得できる教員免許状の種類は次のとおりである。 

学部 学科・専攻 教員免許状の種類 教科等 

教育学科 
幼稚園教諭一種免許状 

幼児教育専攻 

幼稚園教諭一種免許状 

教育学科 

児童教育専攻 

小学校教諭一種免許状 

中学校教諭一種免許状 英語 

教育学部 
知的障害者 

特別支援学校教諭一種免許状 肢体不自由者 

病弱者 

教育学科 

健康教育専攻 

中学校教諭一種免許状 
保健体育 

高等学校教諭一種免許状 

養護教諭一種免許状 

食品栄養学科 栄養教諭一種免許状 

生活科学部 
生活文化デザイン学科 

中学校教諭一種免許状 
家庭 

高等学校教諭一種免許状 

日本文学科 
中学校教諭一種免許状 

国語 
高等学校教諭一種免許状 

英語文化コミュニケー

ション学科

中学校教諭一種免許状 

高等学校教諭一種免許状 
英語 

学芸学部 
人間文化学科 

中学校教諭一種免許状 社会 

高等学校教諭一種免許状 地理歴史・公民 

心理行動科学科 高等学校教諭一種免許状 公民 
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音楽科 
中学校教諭一種免許状 

音楽 
高等学校教諭一種免許状 

２ 司書の資格を得ようとする者は，第14条の規定によるほか所定の授業科目を履修しなければなら

ない。（別表10―２） 

３ 学芸員の資格を得ようとする者は，第14条の規定によるほか所定の授業科目を履修しなければな

らない。（別表10―３） 

４ 学校図書館司書教諭の資格を得ようとする者は，第14条の規定によるほか所定の授業科目を履修

しなければならない。（別表10―４） 

５ 生活科学部食品栄養学科の学生であって栄養士の資格又は管理栄養士国家試験の受験資格を得よ

うとする者は，栄養士法並びに同法施行規則による栄養士又は管理栄養士養成に関する所定の授業

科目を履修しなければならない。 

６ 生活科学部生活文化デザイン学科の学生であって一級建築士，二級建築士及び木造建築士の受験

資格を得ようとする者は，建築士法による所定の授業科目を履修しなければならない。 

７ 教育学部教育学科の学生であって保育士の資格を得ようとする者は，児童福祉法施行規則により

厚生労働大臣が指定する授業科目を履修しなければならない。 

８ 教育学部教育学科の学生であって社会福祉士の受験資格を得ようとする者は，社会福祉士及び介

護福祉士法に基づき指定された社会福祉に関する所定の授業科目を履修しなければならない。授業

科目の履修については別に定める。 

第16条 本学を卒業した者は，学士の学位を授与する。 

２ 学士の学位は，次の区分とする。 

学部名 学科名 学位 

現代ビジネス学部 現代ビジネス学科 学士（ビジネス学） 

教育学部 教育学科 学士（教育学） 

生活科学部 食品栄養学科 学士（食品栄養学） 

生活科学部 生活文化デザイン学科 学士（生活文化デザイン学） 

学芸学部 日本文学科 学士（日本文学） 

学芸学部 
英語文化コミュニケーション

学科 

学士（英語文化コミュニケーシ

ョン学） 

学芸学部 人間文化学科 学士（人間文化学） 

学芸学部 心理行動科学科 学士（心理学） 

学芸学部 音楽科 学士（音楽） 

第７章 入学，退学，再入学，編入学，転入学，転学部，転学科，転専攻，休学，復学，転学

及び除籍 

第17条 入学の時期は学年の初めとする。 

第18条 本学に入学できる者は次の各号の一に該当する者とする。 

(１) 高等学校を卒業した者

(２) 通常の課程による12年の学校教育を修了した者

(３) 通常の課程以外の課程によって前号に相当する学校教育を修了した者

(４) 外国において学校教育における12年の課程を修了した者またはこれに準ずる者で文部科学大

臣の指定した者

(５) 文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外教育施設の当

該課程を修了した者

(６) 文部科学大臣の指定した者

(７) 大学入学資格検定規程（昭和26年文部省令第13号）により文部科学大臣の行う大学入学資格

検定に合格した者

(８) 高等学校卒業程度認定試験規則（平成17年文部科学省令第１号）により，文部科学大臣の行
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う高等学校卒業程度認定試験に合格した者 

(９) その他本学において，相当の年齢に達し高等学校を卒業した者と同等以上の学力があると認

めた者

第19条 入学を志願する者にたいしては，選抜のうえ教授会の議を経て学長が入学を許可する。 

２ 入学者選抜については別に定める。 

第20条 本学を退学した者又は除籍者が，退学又は除籍後５年以内に再入学を志願するときは，前条

の規定にかかわらず，教授会の議を経て学長が再入学を許可することがある。 

２ 第60条，第61条による退学者は再入学することができない。 

３ 第27条の２第３号による除籍者は再入学することができない。 

第21条 本学に編入学を志願する者に対しては，選抜の上，教授会の議を経て学長が３年次に編入学

を許可する。 

２ 本学に編入学できる者は次の各号の一に該当する者とする。 

(１) 日本の短期大学又は高等専門学校を卒業した者

(２) 日本において学士の学位を取得した者

(３) 外国において学校教育における14年以上の課程（日本における通常の課程による学校教育の

期間を含む）を修了した者

(４) 専修学校の専門課程を修了した者のうち，文部科学大臣の定めるところにより大学への編入

学の資格を認められた者

３ 編入学の選抜については別に定める。 

４ 編入学生については，大学等においてすでに履修した授業科目とその単位の全部又は一部を，本

学において履修した授業科目並びに単位として認定することができる。 

第21条の２ 本学に転入学する者があるときは，教授会の議を経て相当年次に転入学を許可すること

がある。 

２ 転入学生の選抜については別に定める。 

３ 転入学生については，大学等における在学年数及び履修した授業科目とその単位の全部又は一部

を，本学においての在学年数及び履修した授業科目並びに単位として換算又は認定することができ

る。 

第21条の３ 本学の学部，学科又は専攻の一から他の学部，学科又は専攻に転学部，転学科又は転専

攻を願い出る者があるときは，教授会の議を経て学長がこれを許可することがある。ただし，必要

があるときは試験を課す。 

２ 前項によって転学部，転学科又は転専攻した者については，元の学部，学科又は専攻の在学年数

及び履修した授業科目とその単位の全部又は一部を，転学部，転学科又は転専攻先の学部，学科又

は専攻の在学年数及び履修した授業科目並びに単位として換算又は認定することができる。 

第22条 入学を許可された者は，誓約書を指定期日までに提出し，その他本学所定の手続きをしなけ

ればならない。 

第23条 保証人は自らの保証にかかる学生の在学中，当該学生が本学に対して負う一切の債務につい

て連帯して保証する。 

第24条 病気その他の止むを得ない事由により３カ月以上修学することができない者は，申し出によ

り，学長の許可を得て休学することができる。 

２ 引続き休学する期間は１年をこえることができない。ただし，特別の事情がある場合は，その延

長を許可することがある。 

３ 休学の期間は通算して４年をこえることができない。 

ただし，特別の事情がある場合は，願い出によりその延長を許可することがある。 

４ 休学期間内にその事由が無くなったときは，復学を願い出ることができる。 

５ 休学期間の満了した者は，届け出なければならない。 

第24条の２ 学長は，病気その他の事情により修学が適当でないと認められる者について，教授会の

議を経て休学を命ずることができる。ただし，緊急を要する場合は教授会の議を経ることなく，休

学を命ずることができる。 
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２ 学長は，前項の規定により休学を命じられた者が休学期間内にその事由が無くなったときは，復

学を命ずる。 

第25条 休学が引き続き３カ月以上にわたるときは，その期間は在学年数に算入しない。 

第26条 他の大学に転学を志望する者があるときは，学長は教授会の議を経てこれを許可することが

ある。 

第27条 病気その他の事由により退学しようとする者は，連帯保証人連署の上退学願を提出し，学長

の許可を得なければならない。 

第27条の２ 次の各号の一に該当する者があるとき，学長は教授会の議を経て除籍することができ

る。 

(１) 所定の期日までに当該年度授業科目の登録をしない者。

(２) 学費納入期限後３ケ月を経過してもなお納入しない者。

(３) 第３条に定める在学年限をこえた者。

(４) 長期間にわたり行方不明の者。

第27条の３ 在学中に死亡した者は除籍となる。 

第８章 校納金，入学金及びその他の納付金 

第28条 入学検定料，入学金及び校納金は別表11，別表12―１及び別表12―２に定めるとおりとし，

授業料は，前期後期に分納するものとする。 

その他の納付金は別に定め，指定期日までに納入しなければならない。 

２ 前項の規定にかかわらず，審査のうえ入学検定料および入学金ならびに授業料を減免することが

ある。 

３ 修業年限をこえる在学期間中の校納金については別に定める。 

第29条 （削除） 

第30条 （削除） 

第31条 休学期間中の授業料は徴収しない。 

第32条 すでに納めた授業料，入学金及びその他の納付金は事情の如何にかかわらず返還しない。 

ただし，入学を辞退する者には，返還申請に基づいて，入学金を除く納付金を返還する。 

第33条 在学中において授業料及びその他の納付金に変更があったときは新たに定められた金額に基

づいて納めなければならない。 

第９章 職員組織 

第34条 本学には学長，副学長，教授，准教授，講師，助教，助手及び事務職員を置きその定員は別

に定める。 

第35条 学長は本学を統轄しこれを代表する。 

２ 副学長は，大学の総務及び学務等に関する事項について学長を補佐し，学長の命を受けて，校務

をつかさどる。 

３ 学部長は，学長を補佐し，学部に関する校務をつかさどる。 

４ 学科長は，学部長を補佐し，学科に関する校務をつかさどる。 

５ 教授は特に優れた知識，能力及び実績を有する者で，学生を教授し，その研究を指導し，または

研究に従事する。 

６ 准教授は優れた知識，能力及び実績を有する者で，学生を教授し，その研究を指導し，または研

究に従事する。 

７ 講師は教授または准教授に準ずる職務に従事する。 

８ 助教は知識及び能力を有する者で，学生を教授し，その研究を指導し，または研究に従事する。 

９ 助手は所属組織の教育研究の円滑な実施に必要な業務を行う。 

10 事務職員は学長の命を承けて事務に従事する。 

第10章 教授等の資格及び任免 

第36条 本学の教授，准教授，講師，助教，助手の資格，任免，待遇等については別に定めるところ

による。 

２ ただし，教授，准教授，講師，助教，助手の任免にあたっては，法人理事会の決議を必要とす
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る。 

第11章 教授会等 

第37条 本学に教授会を置く。教授会は，学長，副学長，専任教授，専任准教授，専任講師および専

任助教をもって構成する。 

第38条 教授会は学長がこれを招集し，その議長となる。 

第39条 教授会の成立は，定員の三分の二以上の出席を必要とする。 

第40条 教授会は，次に掲げる事項について学長が決定を行うに当たり意見を述べるものとする。 

(１) 学生の入学，卒業及び課程の修了

(２) 学位の授与

(３) 本学教員の採用，昇任及び進退に関する事項

(４) 役員選出に関する事項

(５) 前４号に掲げるもののほか，教育研究に関する重要な事項で，教授会の意見を聴くことが必

要なものとして学長が定めるもの

２ 教授会は，前項に規定するもののほか，次に掲げる教育研究に関する事項について審議し，及び

学長の求めに応じ，意見を述べることができる。 

(１) 学長候補者の選考に関する事項

(２) 研究及び教授に関する事項

(３) 学則及び教育課程に関する事項

(４) 学則及び規程等の制定及び改廃に関する事項

(５) 学生の学業成績に関する事項

(６) 学生の指導及び賞罰に関する事項

(７) 大学の行事，事業計画に関する事項

(８) その他教授会が必要と認めた事項

３ 教授会，その他必要な組織および会議については，この学則に定めるもののほか，別に規程で定

めるところによる。 

第12章 図書館及び併設学校 

第41条 本学に図書館を設け本学教職員及び学生の研究に資する。 

第42条 学校法人宮城学院の併設する次の学校は，本学の教職に関する科目の実地研究に資する。 

(１) 宮城学院高等学校

(２) 宮城学院中学校

(３) 宮城学院女子大学附属認定こども園「森のこども園」

第43条 図書館及び併設学校に関する細則は別に定める。 

第13章 研究生，科目等履修生，聴講生，委託生，特別聴講生 

第44条 本学において特定の専門事項について研究する者を，学長は，教授会の議を経て，研究生と

して研究を許可することができる。 

第45条 本学の学生以外の者で，本学の開設する授業科目中一又は複数の授業科目を学修する者を，

学長は，教授会の議を経て，科目等履修生として履修を許可することができる。 

２ 履修した授業科目については，その単位を授与することができる。 

第45条の２ 本学の学生以外の者で，本学の開設する授業科目中一又は複数の授業科目を単位修得を

目的としないで聴講する者を，学長は，教授会の議を経て，聴講生として聴講を許可することがで

きる。 

第46条 国内外の公共機関等から，本学において学修することを委託された者を，学長は，教授会の

議を経て，委託生として受入れを許可することができる。 

第46条の２ 他の大学又は短期大学の学生で，本学の授業科目の履修を希望する者があるときは，当

該大学との協議に基づき，教授会の議を経て，学長は特別聴講生として授業科目の履修を許可する

ことができる。 

第47条 研究生，科目等履修生，聴講生，委託生及び特別聴講生の納付すべき入学検定料，入学金及

び授業料年額は，別表13に定めるとおりとする。 
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２ 授業料は，研究生，委託生はこれを前期後期の二期に分納するものとし，科目等履修生，聴講生

及び特別聴講生はこれを前期に一括納入するものとする。 

３ 研究生，科目等履修生，聴講生，委託生及び特別聴講生はその他の納付金を，別に定める指定期

日までに納入しなければならない。その他の納付金は別に定める。 

第48条 研究生，科目等履修生，聴講生については，本章に規定するもののほか，別に定めるところ

による。委託生については本章に規定するもののほか，他の各章の規定を準用する。 

第49条 研究生，科目等履修生，聴講生，委託生及び特別聴講生は，正規の課程の学生と同じく一般

の規則を守らなければならない。 

第14章 生涯学習 

第50条 生涯学習は，教授会の議を経て開設する。生涯学習に関する事項は別に定める。 

第15章 学年，学期及び休業日 

第51条 学年は４月１日に始まり，翌年３月31日に終わる。 

２ 学年を２学期に分ける。 

前期は４月１日から９月30日まで 

後期は10月１日から翌年３月31日まで 

３ １年間の授業期間は定期試験等の期間を含め，35週とする。 

第52条 休業日は下記のとおりとする。 

(１) 日曜日

(２) 「国民の祝日に関する法律」に規定する休日

(３) 創立記念日 ９月18日

(４) 春季休業

(５) 夏季休業

(６) 冬季休業

２ 前項第４号から第６号の期間は，学長が定める。 

３ 前２項の規定にかかわらず，学長が必要と認めるときには，休業日を変更または臨時に定めるこ

とができる。 

第16章 学寮及び厚生・保健施設 

第53条 本学には学生のために学寮を置く。 

第54条 （削除） 

第55条 学寮に関する細則は別に定める。 

第56条 本学は教職員及び学生の健康管理のため保健センターを設ける。 

第57条 本学は学生の体育向上に資するため，体育館，庭球コート，其の他必要な運動施設を設け

る。 

第58条 本学は学生厚生のため学生ホールを設ける。 

第17章 賞罰 

第59条 本学の目的及び使命に則り他の模範となる行為のあった学生に対し，教授会の議を経て学長

はこれを賞することができる。 

第60条 本学の学則に背き，又は学校の秩序を乱し学生としての本分に反した行為あるときは，教授

会の議を経て学長はこれを懲戒することがある。 

２ 懲戒は，譴責，停学，退学とする。 

第61条 前条第２項の退学は下記の各号の一に該当する者に対して行う。 

(１) 性行不良で改善の見込がないと認められる者

(２) 学力劣等で成業の見込がないと認められる者

(３) 正当の理由がなくて出席常でない者

(４) 学校の秩序を乱し，その他学生としての本分に反した者

第18章 地域連携

第62条 本学は，地域連携及び地域貢献活動に組織的な取り組みを行う。 

第19章 雑則 
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第63条 本学則の改廃は，教授会の議を経て学長の承認を得るものとする。 

附 則 

１ 本学則は昭和24年４月１日より施行する。 

２ 本学則は昭和26年４月１日改正施行する。 

３ 本学則は昭和30年４月１日改正施行する。 

４ 本学則は昭和32年４月１日改正施行する。 

５ 本学則は昭和34年４月１日改正施行する。 

６ 本学則は昭和39年４月１日改正施行する。 

７ 本学則は昭和40年４月１日改正施行する。 

８ 本学則は昭和41年４月１日改正施行する。 

９ 本学則は昭和42年４月１日改正施行する。 

10 本学則は昭和42年９月１日改正施行し，家政学科管理栄養士専攻及び家政学専攻に関する規定は

昭和42年度新入学者から適用する。 

11 本学則は昭和49年７月24日改正施行する。 

12 本学則は昭和51年12月20日改正施行し，授業科目に関する規定及び第27条，第28条，第29条に関

しては昭和52年度新入学者から適用する。 

13 本学則は昭和53年４月１日改正施行する。ただし，授業科目に関する規定及び第30条に関しては

昭和53年度新入学者から適用する。 

14 本学則は昭和54年４月１日改正施行する。ただし，授業科目に関する規定及び第28条，第30条に

関しては昭和54年度新入学者から適用する。 

15 本学則は昭和55年４月１日改正施行する。ただし，第28条，第47条の２に関しては昭和55年度新

入学者から適用する。 

16 本学則は昭和56年４月１日改正施行する。ただし，英文学科及び日本文学科の授業科目に関する

規定及び第５条に関しては昭和56年度新入学者から適用する。 

17 本学則は昭和57年４月１日改正施行する。ただし，英文学科の授業科目に関する規定（別表１）

及び第５条，並びに別表５及び別表６に関しては昭和57年度新入学者から適用する。 

18 本学則は昭和58年４月１日改正施行する。ただし，英文学科，日本文学科及び音楽科の授業科目

に関する規定（別表１，別表２，別表３―1，３―２，３―３，３―４）及び第５条，並びに別表

５及び別表６に関しては昭和58年度新入学者から適用する。 

19 本学則は昭和59年４月１日改正施行する。ただし，別表５及び別表６に関しては昭和59年度新入

学者から適用する。 

20 本学則は昭和60年４月１日改正施行する。ただし，別表１，別表２，別表３―１，別表３―２，

別表３―３，別表３―４，別表４―１，別表４―２及び第５条並びに第14条に関しては昭和60年度

新入学者から適用する。 

21 本学則は昭和62年４月１日改正施行する。ただし，家政学科管理栄養士専攻及び家政学専攻の授

業科目に関する規定（別表４―１，別表４―２）及び第５条，第14条，第15条並びに別表６，別表

７，別表８に関しては，昭和62年度新入学者から適用する。 

22 本学則は昭和63年４月１日改正施行する。ただし，別表６，別表７に関しては，昭和63年度新入

学者から適用する。 

23 本学則は1989（平成元）年４月１日改正施行する。ただし，第５条及び別表１，別表２，別表４

―１並びに別表６，別表７に関しては，1989（平成元）年度新入学者から適用する。 

24 本学則は1990（平成２）年４月１日改正施行する。ただし，第５条，第15条，第22条，第40条―

７及び別表１，別表２，別表３―１，別表３―２，別表３―３，別表３―４，別表４―１，別表４

―２，別表５，別表６，別表７及び別表８に関しては，1990（平成２）年度新入学者から適用す

る。 

25 本学則は1991（平成３）年４月１日改正施行する。ただし，第５条，別表１，別表２，別表６及

び別表７に関しては，1991（平成３）年度新入学者から適用する。 

26 本学則は1991（平成３）年７月12日改正施行する。 
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27 本学則は1992（平成４）年４月１日改正施行する。ただし，第５条，別表１，別表２，別表３―

１，別表３―２，別表３―３，別表３―４，別表３―５，別表３―６，別表４―１，別表４―２，

別表５，別表６及び別表７に関しては，1992（平成４）年度新入学者から適用する。 

28 第４条の規定にかかわらず，1992年度から1999年度までの期間に限り，日本文学科及び音楽科の

入学定員は次のとおりとする。 

入学定員  

日本文学科 140名  

音楽科 45名  

29 本学則は1993（平成５）年４月１日改正施行する。ただし，別表６，別表６―２，別表７及び別

表８に関しては，1993（平成５）年度新入学者から適用する。 

30 本学則は1994（平成６）年４月１日改正施行する。ただし，別表１，別表２，別表３―１，別表

３―２，別表３―３，別表３―４，別表３―５，別表４―１，別表４―２，別表６，別表７，別表

７―１及び別表８に関しては，1994（平成６）年度新入学者から適用する。 

31 本学則は1995（平成７）年４月１日改正施行する。ただし，別表１，別表２，別表３，別表４―

１，別表４―２，別表４―３，別表５―１，別表５―２，別表６―１，別表６―２，別表６―３，

別表７，別表８―１，別表８―２及び別表９に関しては，1995（平成７）年度新入学生から適用す

る。 

32 本学則は1996（平成８）年４月１日改正施行する。ただし，1995年度以前入学者には，別表６―

２は従前の学則を適用し，別表６―４は適用しない。 

33 本学則は1997（平成９）年４月１日改正施行する。 

34 本学則は1998（平成10）年４月１日改正施行する。 

35 本学則は1999（平成11）年４月１日改正施行する。ただし，別表１，別表２，別表３，別表４―

１，別表４―２，別表４―３，別表８―１，別表８―２及び別表９に関しては，1999（平成11）年

度新入学生から適用する。 

36 本学則は2000（平成12）年４月１日改正施行する。ただし，第４条，第14条，第15条，第16条，

別表１，別表２，別表３，別表４―１，別表４―２，別表４―３，別表５，別表６，別表７，別表

８，別表９―１，別表10，別表11―１，別表11―２及び別表12に関しては，2000（平成12）年度新

入学生から適用する。 

37 第４条の規定にかかわらず，2000年度から2002年度までの期間に限り，日本文学科及び音楽科の

入学定員は次のとおりとする。 

入学定員  

日本文学科 135名  

音楽科 45名  

38 本学則は2001（平成13）年４月１日改正施行する。ただし，別表４―１，別表４―２，別表４―

３，別表５，別表11―１，別表11―２，別表12に関しては，2001（平成13）年度新入学生から適用

する。 

39 本学則は2002（平成14）年４月１日改正施行する。ただし，第４条，別表１，別表２，別表３，

別表４―１，別表４―２，別表４―３，別表５，別表６，別表７，別表10，別表11―１及び別表11

―２に関しては，2002（平成14）年度新入学生から適用する。 

40 第４条の規定にかかわらず，2003年度に限り，音楽科の入学定員は次のとおりとする。 

入学定員  

音楽科 45名  

41 本学則は2003（平成15）年４月１日改正施行する。ただし，第４条，別表２，別表10，別表11―

１，別表11―２及び別表12に関しては，2003（平成15）年度新入学生から適用する。 

42 本学則は2004（平成16）年４月１日改正施行する。但し，第４条，別表４―１，別表４―２，別
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表４―３，別表６，別表７及び別表８に関しては，2004（平成16）年度新入学生から適用する。 

43 本学則は2005（平成17）年４月１日改正施行する。但し，第14条の２，第15条，別表１，別表

５，別表９―１，別表９―２及び別表11―２に関しては，2005（平成17）年度新入学生から適用す

る。 

44 本学則は2006（平成18）年４月１日改正施行する。但し，第４条，第14条に関しては，2006（平

成18）年度新入学生から適用する。 

45 本学則は2007（平成19）年４月１日改正施行する。但し，第４条，第14条，別表１，別表２，別

表３，別表４―１，別表４―２，別表４―３，別表５，別表６，別表７，別表８，別表９，別表

10，別表11―１及び別表11―３に関しては，2007（平成19）年度新入学生から適用する。 

46 本学則は2008（平成20）年４月１日改正施行する。但し，別表１，別表２，別表３，別表４―

１，別表４―２，別表４―３，別表５，別表６，別表７，別表９，別表10に関しては，2008（平成

20）年度新入学生から適用する。

47 本学則は2009（平成21）年４月１日改正施行する。但し，第２条，第４条，第14条，第15条，第

16条，別表１，別表３，別表５，別表６，別表７，別表８及び別表12に関しては2009（平成21）年

度入学生から適用する。 

48 本学則は2010（平成22）年４月１日改正施行する。ただし，第４条，第14条，別表第１，別表第

２，別表第３，別表第４―１，別表第４―２，別表第４―３，別表第５，別表第６，別表第７，別

表第８，別表第９，別表第10，別表第11―１及び別表第11―２に関しては，2010（平成22）年度入

学生から適用する。 

49 本学則は2011（平成23）年４月１日改正施行する。ただし，別表第３，別表第４―３，別表第

７，別表第９，別表第10及び別表第11―３に関しては，2011（平成23）年度入学生から適用する。 

50 本学則は2012（平成24）年４月１日改正施行する。ただし，別表第１，別表第３，別表第４―

１，別表第４―２，別表第10，別表第11―２及び別表第11―３に関しては，2012（平成24）年度入

学生から適用する。 

51 本学則は2013（平成25）年４月１日改正施行する。ただし，別表第２に関しては，2013（平成

25）年度入学生から適用する。

52 本学則は，2013（平成25）年11月28日改正施行する。 

53 本学則は2014（平成26）年４月１日改正施行する。但し，別表第９に関しては2014（平成26）年

度入学生から適用する。 

54 本学則は2015（平成27）年４月１日改正施行する。 

55 本学則は2016（平成28）年４月１日改正施行する。但し，第２条，第４条，第14条，第15条，第

16条，別表１，別表２―１，別表２―２，別表２―３，別表３，別表４，別表５，別表６，別表

７，別表８，別表９，別表10―１，別表11に関しては2016（平成28）年度入学生から適用する。ま

た，第２条の規定にかかわらず，学芸学部食品栄養学科，生活文化デザイン学科，発達臨床学科，

国際文化学科，児童教育学科は，2016（平成28）年３月31日に当該学科に在学する者が当該学科に

在学しなくなるまでの間存続し，従前の教育課程を適用するものとする。 

56 本学則は2017（平成29）年４月１日改正施行する。但し，別表９に関しては2017（平成29）年度

入学生から適用する。 

57 本学則は2018（平成30）年４月１日改正施行する。但し，第２条，第15条，別表１，別表２－

１，別表２－２，別表２－３，別表３，別表４，別表５，別表６，別表７，別表８，別表９に関し

ては2018（平成30）年度入学生から適用する。 

58 本学則は2019（平成31）年４月１日改正施行する。但し，別表２－１，別表２－２，別表８，別

表９，別表10－１，別表10－５，別表12－１に関しては2019（平成31）年度入学生から適用する。 

59 本学則は2019（平成31）年４月１日改正施行する。 

60 本学則は2020（令和２）年４月１日改正施行する。但し，第22条，第23条，第27条，別表第１，

別表第２―１，別表第２―２，別表第２―３，別表第３，別表第４，別表第５，別表第６，別表第

７，別表第８，別表第９，別表第10―１に関しては2020（令和２）年度入学生から適用する。 

61 本学則は2020年５月26日改正施行する。 



‐学則－14‐ 

62 本学則は2021（令和３）年４月１日改正施行する。但し，別表第２―１，別表第５に関しては

2021（令和３）年度入学生から適用する。 

63 本学則は2022（令和４）年４月１日改正施行する。 

64 本学則は2022（令和４）年７月６日改正施行する。 

65 本学則は2023（令和５）年４月１日改正施行する。但し，別表第２―１，別表第２―２，別表第

２―３，別表第９，別表第10―１に関しては2023（令和５）年度入学生から適用する。 

66 本学則は2024（令和６）年４月１日改正施行する。但し，別表第１，別表第８に関しては2024

（令和６）年度入学生から適用する。 

67 本学則は2025（令和７）年４月１日改正施行する。但し，別表第２－１，別表第２－２，別表第

２－３，別表第12－１に関しては2025（令和７）年度入学生から適用する。 

68 本学則は2026（令和８）年４月１日改正施行する。但し，別表第６，別表第11，別表第13に関し

ては2026（令和８）年度入学生から適用する。また，第２条の規定にかかわらず，学芸学部英文学

科は，2026（令和８）年３月31日に当該学科に在学する者が当該学科に在学しなくなるまでの間存

続し，従前の教育課程を適用するものとする。 

別表第１ 現代ビジネス学部現代ビジネス学科課程 

部門 授業科目 

必修

単位

数 

選択

単位

数 

自由

単位

数 

開設年次および単

位 
計 備考 

第１

学年 

第２

学年 

第３

学年 

第４

学年 

キリスト教学 ２ ２ ２ 

キリスト教と現代社

会
２ ２ ２ 

基礎演習 ２ ２ ２ 

日本語演習 ２ ２ ２ 

ＭＧＵス

タンダー

ド科目

女性と人権 ２ ２ ２ 

音楽の世界 ２ ２ ２ 

生活と福祉 １ １ １ 

自然科学入門 ２ ２ ２ 

英語コミュニケーシ

ョンⅠ 
１ １ １ 

英語コミュニケーシ

ョンⅡ 
１ １ １ 

英語リテラシーⅠ １ １ １ 

英語リテラシーⅡ １ １ １ 

リベラルアーツ基礎

Ｂ
２ ２ ２ 

リベラルアーツ基礎

Ｃ
２ ２ ２ 

リベラル

アーツ基

幹科目

リベラルアーツ基礎

Ａ
２ ２ ２ 

リベラルアーツ基礎

Ｄ
２ ２ ２ 

リベラルアーツ総合

Ａ
２ ２ ２ 

リベラルアーツ総合

Ｂ
２ ２ ２ 
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リベラルアーツスタ

ディーズＡ
２ ２ ２ 

リベラルアーツスタ

ディーズＢ
２ ２ ２ 

キャリア

科目

キャリア形成論 ２ ２ ２ 

日本国憲法 ２ ２ ２ 

ドイツ語コミュニケ

ーションⅠ 
１ １ １ 

ドイツ語コミュニケ

ーションⅡ 
１ １ １ 

ドイツ語リテラシー

Ⅰ 
１ １ １ 

一般

教育

科目 

 
ドイツ語リテラシー

Ⅱ 
１ １ １ 

 
フランス語コミュニ

ケーションⅠ
１ １ １ 

フランス語コミュニ

ケーションⅡ
１ １ １ 

フランス語リテラシ

ーⅠ
１ １ １ 

フランス語リテラシ

ーⅡ
１ １ １ 

中国語コミュニケー

ションⅠ
１ １ １ 

中国語コミュニケー

ションⅡ
１ １ １ 

外国語科

目 
中国語リテラシーⅠ １ １ １ 

中国語リテラシーⅡ １ １ １ 

朝鮮語コミュニケー

ションⅠ
１ １ １ 

朝鮮語コミュニケー

ションⅡ
１ １ １ 

朝鮮語リテラシーⅠ １ １ １ 

朝鮮語リテラシーⅡ １ １ １ 

スキルアップ英語 １ １ １ 

スキルアップドイツ

語
１ １ １ 

スキルアップフラン

ス語
１ １ １ 

スキルアップ中国語 １ １ １ 

スキルアップ朝鮮語 １ １ １ 

実践フランス語Ⅰ ２ ２ ２ 

実践フランス語Ⅱ ２ ２ ２ 

実践中国語Ⅰ ２ ２ ２ 

実践中国語Ⅱ ２ ２ ２ 
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体育講義 １ １ １ 

体育科目 
体育実技 １ １ １ 

シーズンスポーツ １ １ １ 

スポーツ １ １ １ 

経済基礎 ２ ２ 

財務基礎 ２ ２ ２ 

ビジネスレディネス ２ ２ ２ 

経営基礎 ２ ２ ２ 

情報基礎 ２ ２ ２ 

専門基礎

科目 

ビジネス基礎演習 ２ ２ ２ 

文化社会基礎 ２ ２ ２ 

ビジネス英語コミュ

ニケーションＡ
１ １ １ 

ビジネス英語コミュ

ニケーションＢ
１ １ １ 

キャリアデザイン ２ ２ ２ 

マーケティング入門 ２ ２ ２ 

地域ビジネス入門 ２ ２ ２ 

地域経営論 ２ ２ ２ 

経営戦略論 ２ ２ ２ 

地域

マネ

ジメ

ント

コー

ス科

目

商品開発 ２ ２ ２ 

流通とビジネス ２ ２ ２ 

日本経済 ２ ２ ２ 

価格と国民所得の理

論 
２ ２ ２ 

資本主義経済の理論 ２ ２ ２ 

経営組織論 ２ ２ ２ 

フードシステム ２ ２ ２ 

地域マーケティング ２ ２ ２ 

テクノロジーマネジ

メント
２ ２ 

地域産業論 ２ ２ ２ 

時事英語 ２ ２ ２ 

観光人類学入門 ２ ２ ２ 

専門

基幹

科目 

観光ビジネス入門 ２ ２ ２ 

地域社会論 ２ ２ ２ 

グローバル社会入門 ２ ２ ２ 

観

光・

文化

構想

コー

ス科

目

観光地理 ２ ２ ２ 

ホストとゲスト ２ ２ ２ 

地域資源論 ２ ２ ２ 

多文化社会とビジネ

ス 
２ ２ ２ 

多文化共生論 ２ ２ ２ 

観光地域づくり ２ ２ ２ 

専門

教育

 観光と現代世界 ２ ２ ２ 

 観光と価値創造 ２ ２ ２ 
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科目  海外ビジネス ２ ２ ２ 

観光英語 ２ ２ ２ 

消費社会論 ２ ２ ２ 

社会課題とビジネス ２ ２ ２ 

国際ビジネス入門 ２ ２ ２ 

ファイナンス入門 ２ ２ ２ 

商業簿記初級 ２ ２ ２ 

商業簿記上級 ２ ２ ２ 

原価計算 ２ ２ ２ 

管理会計 ２ ２ ２ 

共通

領域

科目 

データ分析 ２ ２ ２ 

データマーケティン

グ 
２ ２ ２ 

経営分析 ２ ２ ２ 

海外市場 ２ ２ ２ 

アジア経済論 ２ ２ ２ 

財務会計 ２ ２ ２ 

経営財務 ２ ２ ２ 

ＩＣＴビジネス ２ ２ ２ 

国際経済 ２ ２ ２ 

ビジネス研究演習Ａ ２ ２ ２ 

ビジネス研究演習Ｂ ２ ２ ２ 

専門研究

科目 

ビジネス研究演習Ｃ ２ ２ ２ 

ビジネス研究演習Ｄ ２ ２ ２ 

ビジネス研究演習Ｅ ２ ２ ２ 

ビジネス研究演習Ｆ ２ ２ ２ 

ビジネス実践実習Ａ １ １ １ 

専門実践

科目 

ビジネス実践実習Ｂ １ １ １ 

ビジネス実践実習Ｃ １ １ １ 

ビジネス実践実習Ｄ １ １ １ 

卒業論文 卒業論文 ２ ２ ２ 

自由展開

科目 

ビジネス研修（イン

ターンシップＡ）
２ ２ ２ 

ビジネス研修（イン

ターンシップＢ）
２ ２ ２ 

個別研修 ２ ２ ２ 

一般教育科目 34 １ 37 72 

計 専門教育科目 36 98 134 

合計 70 99 37 206 

別表第２―１ 教育学部教育学科幼児教育専攻課程 

部門 授業科目 

必修

単位

数 

選択

単位

数 

自由

単位

数 

開設年次および単

位 
計 備考 

第１

学年 

第２

学年 

第３

学年 

第４

学年 

キリスト教学 ２ ２ ２ 



‐学則－18‐ 

基礎演習 ２ ２ ２ 

日本語演習 ２ ２ ２ 

ＭＧ

Ｕス

タン

ダー

ド科

目

女性と人権 ２ ２ ２ 

音楽の世界 ２ ２ ２ 

自然科学入門 ２ ２ ２ 

英語コミュニケーショ

ンⅠ １ １ １ 

英語コミュニケーショ

ンⅡ
１ １ １ 

英語リテラシーⅠ １ １ １ 

英語リテラシーⅡ １ １ １ 

リベラルアーツ基礎Ｂ ２ ２ ２ 

リベラルアーツ基礎Ｃ ２ ２ ２ 

リベ

ラル

アー

ツ基

幹科

目

リベラルアーツ基礎Ａ ２ ２ ２ 

リベラルアーツ基礎Ｄ ２ ２ ２ 

リベラルアーツ総合Ａ ２ ２ ２ 

リベラルアーツ総合Ｂ

２ ２ ２ 

リベラルアーツスタデ

ィーズＡ
２ ２ ２ 

リベラルアーツスタデ

ィーズＢ
２ ２ ２ 

キャ

リア

科目

キャリア形成論 ２ ２ ２ 

情報処理 ２ ２ ２ 

日本国憲法 ２ ２ ２ 

ドイツ語コミュニケー

ションⅠ
１ １ １ 

一般

教育

科目 

 
ドイツ語コミュニケー

ションⅡ
１ １ １ 

ドイツ語リテラシーⅠ １ １ １ 

ドイツ語リテラシーⅡ １ １ １ 

フランス語コミュニケ

ーションⅠ
１ １ １ 

フランス語コミュニケ

ーションⅡ
１ １ １ 

フランス語リテラシー

Ⅰ
１ １ １ 

フランス語リテラシー

Ⅱ
１ １ １ 

外国

語科

目 

中国語コミュニケーシ

ョンⅠ 
１ １ １ 

中国語コミュニケーシ

ョンⅡ 
１ １ １ 

中国語リテラシーⅠ １ １ １ 



‐学則－19‐ 

中国語リテラシーⅡ １ １ １ 

スキルアップ英語 １ １ １ 

スキルアップドイツ語 １ １ １ 

スキルアップフランス

語
１ １ １ 

スキルアップ中国語 １ １ １ 

実践フランス語Ⅰ ２ ２ ２ 

実践フランス語Ⅱ ２ ２ ２ 

実践中国語Ⅰ ２ ２ ２ 

実践中国語Ⅱ ２ ２ ２ 

体育講義 １ １ １ 

体育

科目 

体育実技 １ １ １ 

シーズンスポーツ １ １ １ 

スポーツ １ １ １ 

教育と共生社会 １ １ １ 

基礎

科目 

教育と伝統文化 １ １ １ 

教育と「学び」 １ １ １ 

教育と現代社会 １ １ １ 

キリスト教教育論 ２ ２ ２ 

キャリアデザイン １ １ １ 

心理学概論 ２ ２ ２ 

基幹

科目 

社会福祉概論 ２ ２ ２ 

子どもの保健 ２ ２ ２ 

学校臨床研究Ⅰ １ １ １ 

学校臨床研究Ⅱ １ １ １ 

特別支援教育論（幼） １ １ １ 

教職概論（幼） ２ ２ ２ 

教育原理（幼） ２ ２ ２ 

教育制度論（幼） ２ ２ ２ 

教育心理学（幼） ２ ２ ２ 

教育課程論（幼） ２ ２ ２ 

教育方法論（幼） ２ ２ ２ 

専門

教育

科目 

 発達心理学 ２ ２ ２ 

 幼児と健康 １ １ １ 

 幼児と人間関係 １ １ １ 

幼児と環境 １ １ １ 

幼児と言葉 １ １ １ 

幼児と音楽表現 １ １ １ 

幼児

教育

科目 

幼児と造形表現 １ １ １ 

教育史 ２ ２ ２ 

保育内容総論 １ １ １ 

保育内容（健康）の指

導法 
２ ２ ２ 

保育内容（人間関係）

の指導法 
２ ２ ２ 

保育内容（環境）の指 ２ ２ ２ 



‐学則－20‐ 

導法 

保育内容（言葉）の指

導法 
２ ２ ２ 

保育内容（音楽表現）

の指導法 
２ ２ ２ 

保育内容（造形表現）

の指導法 
２ ２ ２ 

保育実践研究 ２ ２ ２ 

障害児保育 ２ ２ ２ 

基礎ピアノ １ １ １ 

教育相談（幼児理解の

理論および方法を含

む） 

２ ２ ２ 

教職実践演習（幼） ２ ２ ２ 

保育原理 ２ ２ ２ 

子ども家庭福祉 ２ ２ ２ 

社会的養護Ⅰ ２ ２ ２ 

保育の心理学 ２ ２ ２ 

子どもの健康と安全 １ １ １ 

子どもの食と栄養 ２ ２ ２ 

子ども家庭支援論 ２ ２ ２ 

保育

科目 

乳児保育Ⅰ ２ ２ ２ 

乳児保育Ⅱ １ １ １ 

社会的養護Ⅱ １ １ １ 

子ども家庭支援の心理

学 
２ ２ ２ 

子育て支援 １ １ １ 

子どもの理解と援助 １ １ １ 

子どもと音楽 ２ ２ ２ 

子どもと造形 ２ ２ ２ 

子どもと身体表現 ２ ２ ２ 

心理学研究法 ２ ２ ２ 

心理統計法 ２ ２ ２ 

学習心理学 ２ ２ ２ 

認知心理学 ２ ２ ２ 

心理

科目 

臨床心理学 ２ ２ ２ 

乳幼児心理学 ２ ２ ２ 

児童青年心理学 ２ ２ ２ 

生理心理学 ２ ２ ２ 

家族心理学 ２ ２ ２ 

カウンセリング法概説 ２ ２ ２ 

医学概論 ２ ２ ２ 

社会学 ２ ２ ２ 

社会福祉原論 ２ ２ ２ 

社会福祉政策論 ２ ２ ２ 

社会福祉調査法 ２ ２ ２ 



‐学則－21‐ 

ソーシャルワークの基

盤と専門職
２ ２ ２ 

ソーシャルワークの基

盤と専門職（専門）
２ ２ ２ 

ソーシャルワーク論Ⅰ ２ ２ ２ 

ソーシャルワーク方法

論Ⅰ
２ ２ ２ 

ソーシャルワーク論Ⅱ ２ ２ ２ 

ソーシャルワーク方法

論Ⅱ
２ ２ ２ 

地域福祉とコミュニテ

ィソーシャルワークⅠ 
２ ２ ２ 

専門

教育

科目 
福祉

科目 

地域福祉とコミュニテ

ィソーシャルワークⅡ 
２ ２ ２ 

福祉運営管理論 ２ ２ ２ 

社会保障論Ⅰ ２ ２ ２ 

社会保障論Ⅱ ２ ２ ２ 

高齢者福祉論 ２ ２ ２ 

障害児・者福祉 ２ ２ ２ 

公的扶助論 ２ ２ ２ 

医療ソーシャルワーク

論 
２ ２ ２ 

権利擁護と成年後見 ２ ２ ２ 

司法福祉論 ２ ２ ２ 

ソーシャルワーク演習 ２ ２ ２ 

ソーシャルワーク演習

（専門）Ⅰ
２ ２ ２ 

ソーシャルワーク演習

（専門）Ⅱ
２ ２ ２ 

ソーシャルワーク演習

（専門）Ⅲ
２ ２ ２ 

ソーシャルワーク演習

（専門）Ⅳ
２ ２ ２ 

保育実習指導Ⅰ １ １ １ 

保育実習Ⅰ ２ ２ ２ 

保育実習指導Ⅱ １ １ １ 

保育実習Ⅱ ２ ２ ２ 

保育実習指導Ⅲ １ １ １ 

保育実習Ⅲ ２ ２ ２ 

幼児教育実習指導Ⅰ １ １ １ 

実習

科目 

幼児教育実習Ⅰ １ １ １ 

幼児教育実習指導Ⅱ １ １ １ 

幼児教育実習Ⅱ ３ ３ ３ 

心理学基礎実験Ⅰ ２ ２ ２ 

心理学基礎実験Ⅱ ２ ２ ２ 

社会福祉現場実習指導 １ １ １ 



‐学則－22‐ 

ソーシャルワーク実習

指導Ⅰ
１ １ １ 

ソーシャルワーク実習

Ⅰ
１ １ １ 

ソーシャルワーク実習

指導Ⅱ
１ １ １ 

ソーシャルワーク実習

Ⅱ
５ ５ ５ 

ゼミ

ナー

ル

専門基礎演習 ２ ２ ２ 

専門演習Ⅰ ２ ２ ２ 

専門演習Ⅱ ２ ２ ２ 

卒業

研究 

卒業研究演習Ⅰ ２ ２ ２ 

卒業研究演習Ⅱ ２ ２ ２ 

卒業研究 ４ ４ ４ 

一般教育科目 32 ４ 30 66 

計 専門教育科目 29 174 203 

合計 61 178 30 269 

別表第２―２ 教育学部教育学科児童教育専攻課程 

部門 授業科目 

必修

単位

数 

選択

単位

数 

自由

単位

数 

開設年次および単

位 
計 備考 

第１

学年 

第２

学年 

第３

学年 

第４

学年 

キリスト教学 ２ ２ ２ 

基礎演習 ２ ２ ２ 

ＭＧ

Ｕス

タン

ダー

ド科

目

日本語演習 ２ ２ ２ 

女性と人権 ２ ２ ２ 

音楽の世界 ２ ２ ２ 

自然科学入門 ２ ２ ２ 

英語コミュニケーショ

ンⅠ
１ １ １ 

英語コミュニケーショ

ンⅡ
１ １ １ 

リベラルアーツ基礎Ｂ ２ ２ ２ 

リベラルアーツ基礎Ｃ ２ ２ ２ 

リベ

ラル

アー

ツ基

幹科

目

リベラルアーツ基礎Ａ ２ ２ ２ 

リベラルアーツ基礎Ｄ ２ ２ ２ 

リベラルアーツ総合Ａ ２ ２ ２ 

リベラルアーツ総合Ｂ ２ ２ ２ 

リベラルアーツスタデ

ィーズＡ
２ ２ ２ 

リベラルアーツスタデ ２ ２ ２ 



‐学則－23‐ 

ィーズＢ 

キャ

リア

科目

キャリア形成論 ２ ２ ２ 

情報処理 ２ ２ ２ 

日本国憲法 ２ ２ ２ 

ドイツ語コミュニケー

ションⅠ
１ １ １ 

一般

教育

科目 

ドイツ語コミュニケー

ションⅡ
１ １ １ 

ドイツ語リテラシーⅠ １ １ １ 

ドイツ語リテラシーⅡ １ １ １ 

フランス語コミュニケ

ーションⅠ
１ １ １ 

フランス語コミュニケ

ーションⅡ
１ １ １ 

フランス語リテラシー

Ⅰ
１ １ １ 

フランス語リテラシー

Ⅱ
１ １ １ 

外国

語科

目 

中国語コミュニケーシ

ョンⅠ 
１ １ １ 

中国語コミュニケーシ

ョンⅡ 
１ １ １ 

中国語リテラシーⅠ １ １ １ 

中国語リテラシーⅡ １ １ １ 

スキルアップ英語 １ １ １ 

スキルアップドイツ語 １ １ １ 

スキルアップフランス

語
１ １ １ 

スキルアップ中国語 １ １ １ 

実践フランス語Ⅰ ２ ２ ２ 

実践フランス語Ⅱ ２ ２ ２ 

実践中国語Ⅰ ２ ２ ２ 

実践中国語Ⅱ ２ ２ ２ 

体育講義 １ １ １ 

体育

科目 

体育実技 １ １ １ 

シーズンスポーツ １ １ １ 

スポーツ １ １ １ 

教育と共生社会 １ １ １ 

基礎

科目 

教育と伝統文化 １ １ １ 

教育と「学び」 １ １ １ 

教育と現代社会 １ １ １ 

キリスト教教育論 ２ ２ ２ 

キャリアデザイン １ １ １ 

心理学概論 ２ ２ ２ 

基幹

科目 

社会福祉概論 ２ ２ ２ 

学校臨床研究Ⅰ １ １ １ 



‐学則－24‐ 

学校臨床研究Ⅱ １ １ １ 

英語児童文学の世界 ２ ２ ２ 

特別支援教育論 １ １ １ 

教職概論 ２ ２ ２ 

教育原理 ２ ２ ２ 

教育制度論 ２ ２ ２ 

教育心理学 ２ ２ ２ 

教育課程論 ２ ２ ２ 

教育方法論（情報通信

技術を活用した教育の

理論及び方法を含

む。） 

２ ２ ２ 

発達心理学 ２ ２ ２ 

国語 ２ ２ ２ 

社会 ２ ２ ２ 

算数 ２ ２ ２ 

理科 ２ ２ ２ 

生活 ２ ２ ２ 

音楽 ２ ２ ２ 

図画工作 ２ ２ ２ 

家庭 ２ ２ ２ 

体育 ２ ２ ２ 

外国語 １ １ １ 

教育史 ２ ２ ２ 

初等

教育

科目 

学校授業論Ａ ２ ２ ２ 

学校授業論Ｂ ２ ２ ２ 

授業実践研究 ２ ２ ２ 

国語科教育法 ２ ２ ２ 

社会科教育法 ２ ２ ２ 

算数科教育法 ２ ２ ２ 

理科教育法 ２ ２ ２ 

生活科教育法 ２ ２ ２ 

音楽科教育法 ２ ２ ２ 

図画工作科教育法 ２ ２ ２ 

家庭科教育法 ２ ２ ２ 

体育科教育法 ２ ２ ２ 

英語科教育法 ２ ２ ２ 

基礎ピアノ １ １ １ 

道徳教育の理論と方法 ２ ２ ２ 

総合的な学習の時間の

指導法 
２ ２ ２ 

生徒指導の理論と方法

（進路指導を含む） 
２ ２ ２ 

教育相談 ２ ２ ２ 

特別活動の理論と方法 ２ ２ ２ 



‐学則－25‐ 

防災教育論 ２ ２ ２ 

教職実践演習 ２ ２ ２ 

幼児と健康 １ １ １ 

幼児と人間関係 １ １ １ 

幼児と環境 １ １ １ 

幼児と言葉 １ １ １ 

幼児と音楽表現 １ １ １ 

幼児と造形表現 １ １ １ 

保育内容総論 １ １ １ 

幼児

教育

科目 

保育内容「健康」の指

導法 
２ ２ ２ 

保育内容「人間関係」

の指導法 
２ ２ ２ 

保育内容「環境」の指

導法 
２ ２ ２ 

保育内容「言葉」の指

導法 
２ ２ ２ 

保育内容「音楽表現」

の指導法 
２ ２ ２ 

保育内容「造形表現」

の指導法 
２ ２ ２ 

保育実践研究 ２ ２ ２ 

障害児保育 ２ ２ ２ 

幼児理解の理論と方法 ２ ２ ２ 

英語学概論 ２ ２ ２ 

英語音声教育論 ２ ２ ２ 

専門

教育

科目 

ことばと人間Ⅰ ２ ２ ２ 

 ことばと人間Ⅱ ２ ２ ２ 

 第二言語習得 ２ ２ ２ 

英語教育（英語学）セ

ミナーⅠ
２ ２ ２ 

英語教育（英語学）セ

ミナーⅡ
２ ２ ２ 

英米文学概論 ２ ２ ２ 

英文学史Ⅰ ２ ２ ２ 

英文学史Ⅱ ２ ２ ２ 

英米文学の世界Ⅰ ２ ２ ２ 

英米文学の世界Ⅱ ２ ２ ２ 

English 

CommunicationⅠ 
２ ２ ２ 

English 

CommunicationⅡ 
２ ２ ２ 

English 

CommunicationⅢ 
２ ２ ２ 

English 

CommunicationⅣ 
２ ２ ２ 



‐学則－26‐ 

English ReadingⅠ ２ ２ ２ 

English ReadingⅡ ２ ２ ２ 

英語

教育

科目 

English ReadingⅢ ２ ２ ２ 

English ReadingⅣ ２ ２ ２ 

English WritingⅠ ２ ２ ２ 

English WritingⅡ ２ ２ ２ 

English WritingⅢ ２ ２ ２ 

Presentation Skills

Ⅰ 
２ ２ ２ 

Presentation Skills

Ⅱ 
２ ２ ２ 

異文化理解 ２ ２ ２ 

異文化交流 ２ ２ ２ 

イギリス文化史Ⅰ ２ ２ ２ 

イギリス文化史Ⅱ ２ ２ ２ 

英語科教育法Ⅰ ２ ２ ２ 

英語科教育法Ⅱ ２ ２ ２ 

英語科教育法Ⅲ ２ ２ ２ 

英語科教育法Ⅳ ２ ２ ２ 

英語科授業実践演習 ２ ２ ２ 

時事英語Ａ ２ ２ ２ 

時事英語Ｂ ２ ２ ２ 

観光英語 ２ ２ ２ 

Overseas Study 

Preparation 
２ ２ ２ 

Overseas Study ４ ４ ４ 

特別支援教育概論 ２ ２ ２ 

知的障害者の心理・生

理・病理 
２ ２ ２ 

肢体不自由者の心理・

生理・病理 
２ ２ ２ 

病弱者の心理・生理・

病理 
２ ２ ２ 

知的障害教育総論 ２ ２ ２ 

知的障害者指導法 ２ ２ ２ 

特別

支援

科目 

肢体不自由教育総論 ２ ２ ２ 

肢体不自由者指導法 ２ ２ ２ 

病弱教育総論 ２ ２ ２ 

病弱者指導法 ２ ２ ２ 

視覚障害教育総論 １ １ １ 

聴覚障害教育総論 １ １ １ 

情緒障害教育総論 ２ ２ ２ 

ＡＤＨＤ教育論 ２ ２ ２ 

ＬＤ教育論 ２ ２ ２ 

学習心理学 ２ ２ ２ 



‐学則－27‐ 

認知心理学 ２ ２ ２ 

心理

科目 

臨床心理学 ２ ２ ２ 

乳幼児心理学 ２ ２ ２ 

児童青年心理学 ２ ２ ２ 

家族心理学 ２ ２ ２ 

カウンセリング法概説 ２ ２ ２ 

特別支援教育実習（事

前事後指導を含む） 
３ ３ ３ 

幼児教育実習指導Ⅰ １ １ １ 

幼児教育実習Ⅰ １ １ １ 

実習

科目 

幼児教育実習指導Ⅱ １ １ １ 

幼児教育実習Ⅱ ３ ３ ３ 

初等教育実習指導 １ １ １ 

初等教育実習 ４ ４ ４ 

中等教育実習指導 １ １ １ 

中等教育実習Ⅰ ２ ２ ２ 

中等教育実習Ⅱ ２ ２ ２ 

ゼミ

ナー

ル

専門基礎演習 ２ ２ ２ 

専門演習Ⅰ １ １ １ 

専門演習Ⅱ １ １ １ 

卒業

研究 

卒業研究演習Ⅰ １ １ １ 

卒業研究演習Ⅱ １ １ １ 

一般教育科目 22 10 32 64 

計 専門教育科目 57 207 0 264 

合計 79 217 32 328 

別表第２―３ 教育学部教育学科健康教育専攻課程 

部門 授業科目 

必修

単位

数 

選択

単位

数 

自由

単位

数 

開設年次および単

位 
計 備考 

第１

学年 

第２

学年 

第３

学年 

第４

学年 

キリスト教学 ２ ２ ２ 

基礎演習 ２ ２ ２ 

日本語演習 ２ ２ ２ 

ＭＧ

Ｕス

タン

ダー

ド科

目

女性と人権 ２ ２ ２ 

音楽の世界 ２ ２ ２ 

自然科学入門 ２ ２ ２ 

英語コミュニケーショ

ンⅠ １ １ １ 

英語コミュニケーショ

ンⅡ
１ １ １ 

英語リテラシーⅠ １ １ １ 

英語リテラシーⅡ １ １ １ 

リベラルアーツ基礎Ｂ ２ ２ ２ 

リベラルアーツ基礎Ｃ ２ ２ ２ 



‐学則－28‐ 

リベ

ラル

アー

ツ基

幹科

目

リベラルアーツ基礎Ａ ２ ２ ２ 

リベラルアーツ基礎Ｄ ２ ２ ２ 

リベラルアーツ総合Ａ ２ ２ ２ 

リベラルアーツ総合Ｂ

２ ２ ２ 

リベラルアーツスタデ

ィーズＡ
２ ２ ２ 

リベラルアーツスタデ

ィーズＢ
２ ２ ２ 

キャ

リア

科目

キャリア形成論 ２ ２ ２ 

情報処理 ２ ２ ２ 

日本国憲法 ２ ２ ２ 

ドイツ語コミュニケー

ションⅠ
１ １ １ 

一般

教育

科目 

 
ドイツ語コミュニケー

ションⅡ
１ １ １ 

ドイツ語リテラシーⅠ １ １ １ 

ドイツ語リテラシーⅡ １ １ １ 

フランス語コミュニケ

ーションⅠ
１ １ １ 

フランス語コミュニケ

ーションⅡ
１ １ １ 

フランス語リテラシー

Ⅰ
１ １ １ 

フランス語リテラシー

Ⅱ
１ １ １ 

外国

語科

目 

中国語コミュニケーシ

ョンⅠ 
１ １ １ 

中国語コミュニケーシ

ョンⅡ 
１ １ １ 

中国語リテラシーⅠ １ １ １ 

中国語リテラシーⅡ １ １ １ 

スキルアップ英語 １ １ １ 

スキルアップドイツ語 １ １ １ 

スキルアップフランス

語
１ １ １ 

スキルアップ中国語 １ １ １ 

実践フランス語Ⅰ ２ ２ ２ 

実践フランス語Ⅱ ２ ２ ２ 

実践中国語Ⅰ ２ ２ ２ 

実践中国語Ⅱ ２ ２ ２ 

体育講義 １ １ １ 

体育

科目 

体育実技 １ １ １ 

シーズンスポーツ １ １ １ 

スポーツ １ １ １ 



‐学則－29‐ 

教育と共生社会 １ １ １ 

基礎

科目 

教育と伝統文化 １ １ １ 

教育と「学び」 １ １ １ 

教育と現代社会 １ １ １ 

キリスト教教育論 ２ ２ ２ 

キャリアデザイン １ １ １ 

子どもの保健 ２ ２ ２ 

基幹

科目 

心理学概論 ２ ２ ２ 

社会福祉概論Ⅰ ２ ２ ２ 

学校臨床研究Ⅰ １ １ １ 

学校臨床研究Ⅱ １ １ １ 

発達心理学 ２ ２ ２ 

国語 ２ ２ ２ 

社会 ２ ２ ２ 

算数 ２ ２ ２ 

理科 ２ ２ ２ 

教育史 ２ ２ ２ 

学校授業論Ａ ２ ２ ２ 

学校授業論Ｂ ２ ２ ２ 

教育原理 ２ ２ ２ 

教育制度論 ２ ２ ２ 

教職概論 ２ ２ ２ 

学校

教育

科目 

教育心理学 ２ ２ ２ 

教育方法論（情報通信

技術を活用した教育の

理論及び方法を含む） 

２ ２ ２ 

教育相談 ２ ２ ２ 

道徳教育の理論と方法 ２ ２ ２ 

特別活動の理論と方法 １ １ １ 

総合的な学習の時間の

指導法 
１ １ １ 

教育課程論 １ １ １ 

教育課程特論（道徳・

総合的な学習の時間・

特別活動） 

１ １ １ 

生徒指導Ａ（進路指導

を含む） 
２ ２ ２ 

生徒指導Ｂ ２ ２ ２ 

授業実践研究Ａ ２ ２ ２ 

授業実践研究Ｂ ２ ２ ２ 

特別支援教育概論 ２ ２ ２ 

特別

支援

科目 

特別支援教育論 １ １ １ 

情緒障害教育総論 ２ ２ ２ 

ＡＤＨＤ教育論 ２ ２ ２ 

ＬＤ教育論 ２ ２ ２ 

精神保健 ２ ２ ２ 



‐学則－30‐ 

衛生学 ２ ２ ２ 

公衆衛生学 ２ ２ ２ 

学校保健 ２ ２ ２ 

スポーツ実技Ａ １ １ １ 

スポーツ実技Ｂ １ １ １ 

専門

教育

科目 

スポーツ実技Ｃ １ １ １ 

スポーツ実技Ｄ １ １ １ 

体育原理 ２ ２ ２ 

体育心理学 ２ ２ ２ 

体育経営管理学 ２ ２ ２ 

体育社会学 ２ ２ ２ 

運動学 ２ ２ ２ 

コーチング論 ２ ２ ２ 

トレーニング論 ２ ２ ２ 

保

健・

養護

科目 

体力測定法 ２ ２ ２ 

生理学 ２ ２ ２ 

救急処置（救急看護

法） 
２ ２ ２ 

健康相談 ２ ２ ２ 

養護概説 ２ ２ ２ 

保健教育法 ２ ２ ２ 

栄養学（食品学を含

む） 
２ ２ ２ 

解剖生理学 ２ ２ ２ 

免疫学 ２ ２ ２ 

教育研究調査法 ２ ２ ２ 

養護実践学概論 ２ ２ ２ 

養護実践演習 ２ ２ ２ 

学校保健史 ２ ２ ２ 

健康教育社会学 ２ ２ ２ 

基礎医学（こどもの健

康課題）Ａ 
２ ２ ２ 

基礎医学（こどもの健

康課題）Ｂ 
２ ２ ２ 

学校看護学 ２ ２ ２ 

学習心理学 ２ ２ ２ 

認知心理学 ２ ２ ２ 

心理

科目 

臨床心理学 ２ ２ ２ 

児童青年心理学 ２ ２ ２ 

家族心理学 ２ ２ ２ 

カウンセリング法概説 ２ ２ ２ 

カウンセリング法演習 ２ ２ ２ 

社会学 ２ ２ ２ 

社会福祉概論Ⅱ ２ ２ ２ 

福祉

科目 

ソーシャルワークの基

礎Ⅰ
２ ２ ２ 



‐学則－31‐ 

ソーシャルワークの基

礎Ⅱ
２ ２ ２ 

社会保障論Ⅰ ２ ２ ２ 

社会保障論Ⅱ ２ ２ ２ 

公的扶助論 ２ ２ ２ 

実習

科目 

臨床看護実習 ４ ４ ４ 

看護学実習Ⅰ ２ ２ ２ 

看護学実習Ⅱ ２ ２ ２ 

ゼミ

ナー

ル

専門基礎演習 ２ ２ ２ 

専門演習Ⅰ ２ ２ ２ 

専門演習Ⅱ ２ ２ ２ 

卒業

研究 

卒業研究演習Ⅰ ２ ２ ２ 

卒業研究演習Ⅱ ２ ２ ２ 

卒業研究 ４ ４ ４ 

一般教育科目 32 ４ 30 66 

計 専門教育科目 32 144 176 

合計 64 148 30 242 

別表第３ 生活科学部食品栄養学科課程 

部門 授業科目 

必修

単位

数 

選択

単位

数 

自由

単位

数 

開設年次および単

位 
計 備考 

第１

学年 

第２

学年 

第３

学年 

第４

学年 

キリスト教学 ２ ２ ２ 

キリスト教と現代社

会
２ ２ ２ 

基礎演習 ２ ２ ２ 

日本語演習 ２ ２ ２ 

ＭＧＵス

タンダー

ド科目

女性と人権 ２ ２ ２ 

音楽の世界 ２ ２ ２ 

生活と福祉 １ １ １ 

自然科学入門 ２ ２ ２ 

英語コミュニケーシ

ョンⅠ 
１ １ １ 

英語コミュニケーシ

ョンⅡ 
１ １ １ 

英語リテラシーⅠ １ １ １ 

英語リテラシーⅡ １ １ １ 

リベラルアーツ基礎

Ａ
２ ２ ２ 

リベラルアーツ基礎

Ｂ
２ ２ ２ 

リベラルアーツ基礎

Ｄ
２ ２ ２ 

リベラル

アーツ基

リベラルアーツ総合

Ａ
２ ２ ２ 



‐学則－32‐ 

幹科目 リベラルアーツ総合

Ｂ
２ ２ ２ 

リベラルアーツスタ

ディーズＡ
２ ２ ２ 

リベラルアーツスタ

ディーズＢ
２ ２ ２ 

キャリア

科目

キャリア形成論 ２ ２ ２ 

日本国憲法 ２ ２ ２ 

ドイツ語コミュニケ

ーションⅠ 
１ １ １ 

一般

教育

科目 

 
ドイツ語コミュニケ

ーションⅡ 
１ １ １ 

 
ドイツ語リテラシー

Ⅰ 
１ １ １ 

ドイツ語リテラシー

Ⅱ 
１ １ １ 

フランス語コミュニ

ケーションⅠ
１ １ １ 

フランス語コミュニ

ケーションⅡ
１ １ １ 

フランス語リテラシ

ーⅠ
１ １ １ 

フランス語リテラシ

ーⅡ
１ １ １ 

外国語科

目 

中国語コミュニケー

ションⅠ
１ １ １ 

中国語コミュニケー

ションⅡ
１ １ １ 

中国語リテラシーⅠ １ １ １ 

中国語リテラシーⅡ １ １ １ 

スキルアップ英語 １ １ １ 

スキルアップドイツ

語
１ １ １ 

スキルアップフラン

ス語
１ １ １ 

スキルアップ中国語 １ １ １ 

実践フランス語Ⅰ ２ ２ ２ 

実践フランス語Ⅱ ２ ２ ２ 

実践中国語Ⅰ ２ ２ ２ 

実践中国語Ⅱ ２ ２ ２ 

体育講義 １ １ １ 

体育科目 
体育実技 １ １ １ 

シーズンスポーツ １ １ １ 

スポーツ １ １ １ 

食生活論 １ １ １ 

衣生活論 ２ ２ ２ 



‐学則－33‐ 

住生活論 ２ ２ ２ 

社

会・

環境

と健

康 

家族論 ２ ２ ２ 

社会福祉論 ２ ２ ２ 

基礎情報処理実習 １ １ １ 

栄養情報処理実習 １ １ １ 

食料経済 ２ ２ ２ 

公衆衛生学 ２ ２ ２ 

臨床心理学 ２ ２ ２ 

栄養英語 １ １ １ 

生化学Ⅰ ２ ２ ２ 

生化学Ⅱ ２ ２ ２ 

人体

の構

造と

機能

及び

疾病

の成

り立

ち 

解剖生理学Ⅰ ２ ２ ２ 

解剖生理学Ⅱ ２ ２ ２ 

薬理概論 ２ ２ ２ 

専門

基礎

分野 

病理学 ２ ２ ２ 

診察診療学Ⅰ ２ ２ ２ 

診察診療学Ⅱ ２ ２ ２ 

分子栄養学 ２ ２ ２ 

栄養基礎化学Ⅰ ２ ２ ２ 

栄養基礎化学Ⅱ ２ ２ ２ 

生化学実験Ⅰ １ １ １ 

生化学実験Ⅱ １ １ １ 

食品化学Ⅰ ２ ２ ２ 

食品化学Ⅱ ２ ２ ２ 

食品学実験Ⅰ １ １ １ 

食品学実験Ⅱ １ １ １ 

食べ

物と

健康 

食品加工・素材学 ２ ２ ２ 

食品理化学実験 １ １ １ 

調理学実習Ⅰ １ １ １ 

調理学実習Ⅱ １ １ １ 

食品衛生学 ２ ２ ２ 

食品衛生学実験 １ １ １ 

微生物学 ２ ２ ２ 

基礎

栄養

学 

基礎栄養学 ２ ２ ２ 

栄養学実験 １ １ １ 

栄養評価実験 １ １ １ 

応用

栄養

学 

応用栄養学概論 ２ ２ ２ 

ライフステージと栄

養
２ ２ ２ 

専門

教育

科目 

ライフスタイルと栄

養
２ ２ ２ 

 栄養学実習 １ １ １ 

 栄養教育論の基礎 ２ ２ ２ 

栄養

教育

論 

栄養教育論Ⅰ ２ ２ ２ 

栄養教育論Ⅱ ２ ２ ２ 

栄養教育論基礎実習 １ １ １ 



‐学則－34‐ 

栄養教育論実習Ⅰ １ １ １ 

栄養教育論実習Ⅱ １ １ １ 

臨床栄養学Ⅰ ２ ２ ２ 

臨床

栄養

学 

臨床栄養学Ⅱ ２ ２ ２ 

臨床栄養学Ⅲ ２ ２ ２ 

臨床病態栄養学 ２ ２ ２ 

臨床栄養学実習Ⅰ １ １ １ 

臨床栄養学実習Ⅱ １ １ １ 

公衆

栄養

学 

公衆栄養学 ２ ２ ２ 

地域栄養活動論 ２ ２ ２ 

公衆栄養活動実習 １ １ １ 

専門

分野 

給食

経営

管理

論 

給食経営管理論Ⅰ ２ ２ ２ 

給食経営管理論Ⅱ ２ ２ ２ 

給食経営管理実習 １ １ １ 

総合

演習 

管理栄養士総合演習

Ⅰ 
１ １ １ 

管理栄養士総合演習

Ⅱ 
１ １ １ 

管理栄養士演習 １ １ １ 

給食経営管理論臨地

実習Ⅰ 
１ １ １ 

給食経営管理論臨地

実習Ⅱ 
１ １ １ 

臨地

実習 

臨床栄養学臨地実習

Ⅰ 
１ １ １ 

臨床栄養学臨地実習

Ⅱ 
１ １ １ 

公衆栄養学臨地実習

Ⅰ 
１ １ １ 

公衆栄養学臨地実習

Ⅱ 
１ １ １ 

実践栄養管理 ２ ２ ２ 

食品機能学 ２ ２ ２ 

食品

関連 

食品物性学 ２ ２ ２ 

食品加工学実習 １ １ １ 

食品開発論 ２ ２ ２ 

学校

栄養 

学校栄養教育概論 ２ ２ ２ 

学校栄養教育指導論 ２ ２ ２ 

卒業研究基礎演習Ⅰ １ １ １ 

卒業

研究 

卒業研究基礎演習Ⅱ １ １ １ 

卒業研究演習Ⅰ ２ ２ ２ 

卒業研究演習Ⅱ ２ ２ ２ 

卒業研究 ４ ４ ４ 

キャリア

科目
キャリアデザイン １ １ １ 



‐学則－35‐ 

一般教育科目 34 １ 30 65 

計 専門教育科目 56 75 131 

合計 90 76 30 196 

別表第４ 生活科学部生活文化デザイン学科課程 

部門 授業科目 

必修

単位

数 

選択

単位

数 

自由

単位

数 

開設年次および単

位 
計 備考 

第１

学年 

第２

学年 

第３

学年 

第４

学年 

キリスト教学 ２ ２ ２ 

キリスト教と現代社

会
２ ２ ２ 

基礎演習 ２ ２ ２ 

日本語演習 ２ ２ ２ 

ＭＧＵス

タンダー

ド科目

女性と人権 ２ ２ ２ 

音楽の世界 ２ ２ ２ 

生活と福祉 １ １ １ 

自然科学入門 ２ ２ ２ 

英語コミュニケーシ

ョンⅠ 
１ １ １ 

英語コミュニケーシ

ョンⅡ 
１ １ １ 

英語リテラシーⅠ １ １ １ 

英語リテラシーⅡ １ １ １ 

リベラルアーツ基礎

Ｂ
２ ２ ２ 

リベラルアーツ基礎

Ａ
２ ２ ２ 

リベラルアーツ基礎

Ｃ
２ ２ ２ 

リベラルアーツ基礎

Ｄ
２ ２ ２ 

リベラル

アーツ基

幹科目

リベラルアーツ総合

Ａ
２ ２ ２ 

リベラルアーツ総合

Ｂ
２ ２ ２ 

リベラルアーツスタ

ディーズＡ
２ ２ ２ 

リベラルアーツスタ

ディーズＢ
２ ２ ２ 

キャリア

科目

キャリア形成論 ２ ２ ２ 

日本国憲法 ２ ２ ２ 

一般

教育

科目 

 
ドイツ語コミュニケ

ーションⅠ 
１ １ １ 

 
ドイツ語コミュニケ

ーションⅡ 
１ １ １ 



‐学則－36‐ 

ドイツ語リテラシー

Ⅰ 
１ １ １ 

ドイツ語リテラシー

Ⅱ 
１ １ １ 

フランス語コミュニ

ケーションⅠ
１ １ １ 

フランス語コミュニ

ケーションⅡ
１ １ １ 

フランス語リテラシ

ーⅠ
１ １ １ 

フランス語リテラシ

ーⅡ
１ １ １ 

外国語科

目 

中国語コミュニケー

ションⅠ
１ １ １ 

中国語コミュニケー

ションⅡ
１ １ １ 

中国語リテラシーⅠ １ １ １ 

中国語リテラシーⅡ １ １ １ 

スキルアップ英語 １ １ １ 

スキルアップドイツ

語
１ １ １ 

スキルアップフラン

ス語
１ １ １ 

スキルアップ中国語 １ １ １ 

実践フランス語Ⅰ ２ ２ ２ 

実践フランス語Ⅱ ２ ２ ２ 

実践中国語Ⅰ ２ ２ ２ 

実践中国語Ⅱ ２ ２ ２ 

体育講義 １ １ １ 

体育科目 
体育実技 １ １ １ 

シーズンスポーツ １ １ １ 

スポーツ １ １ １ 

生活文化デザイン入

門 
２ ２ ２ 

衣生活文化論 ２ ２ ２ 

住生活文化論 ２ ２ ２ 

住生活環境論 ２ ２ ２ 

家族論 ２ ２ ２ 

生活経済学 ２ ２ ２ 

社会学の基礎 ２ ２ ２ 

造形数理 ２ ２ ２ 

基礎数理 ２ ２ ２ 

生活造形論 ２ ２ ２ 

理論

科目 

生活文化基礎演習 ２ ２ ２ 

キャリアデザインⅠ

（自己分析・人生
２ ２ ２ 



‐学則－37‐ 

観・職業観） 

キャリアデザインⅡ

（生活と家族の法

学）

２ ２ ２ 

指定の14単位以上選

択を含め理論科目全

体から24単位以上選

択 

 

専門

基礎

科目 

 
キャリアデザインⅢ

（企業研究）
２ ２ ２ 

 
家具とインテリアの

歴史 
２ ２ ２ 

インテリアデザイン

論
２ ２ ２ 

家族社会学Ａ ２ ２ ２ 

服飾文化史Ⅰ ２ ２ ２ 

住宅文化史Ⅰ ２ ２ ２ 

住宅文化史Ⅱ ２ ２ ２ 

情報処理基礎演習 ２ ２ ２ 

製図基礎演習 ２ ２ ２ 

ＣＡＤ演習 ２ ２ ２ 

演習

系科

目 

情報処理演習 ２ ２ ２ 

社会調査法演習 ２ ２ ２ 

プレゼンテーション

基礎演習 
２ ２ ２ 

ビジュアルデザイン

演習Ⅰ 
２ ２ ２ 

ビジュアルデザイン

演習Ⅱ 
２ ２ ２ 

環境文化見学実習 １ １ １ 

消費経済学 ２ ２ ２ 

マーケティング論 ２ ２ ２ 

流通経済学 ２ ２ ２ 

ライフコース論 ２ ２ ２ 

社会福祉論 ２ ２ ２ 

地域社会学 ２ ２ ２ 

家族社会学Ｂ ２ ２ ２ 

服飾文化史Ⅱ ２ ２ ２ 

衣服素材論 ２ ２ ２ 「生活文化・地域社

会コース」はコース

別指定基幹科目から

28単位以上選択 

「建築・まちづくり

コース」「住居・イ

ンテリアコース」は

それぞれのコース別

指定基幹科目から36

単位以上選択

服飾美学 ２ ２ ２ 

現代ファッション論 ２ ２ ２ 

衣生活管理論 ２ ２ ２ 

衣生活環境論 ２ ２ ２ 

被服構成学 ２ ２ ２ 

衣服製作基礎実習 １ １ １ 

被服構成実習Ａ １ １ １ 

被服構成実習Ｂ １ １ １ 

専門 生活造形実習 １ １ １ 



‐学則－38‐ 

教育

科目 

 生活プロダクツ概説 ２ ２ ２ 

 色彩心理 ２ ２ ２ 

コマーシャルスペー

スデザイン論
２ ２ ２ 

インテリアコーディ

ネート特論Ⅰ
２ ２ ２ 

インテリアコーディ

ネート特論Ⅱ
２ ２ ２ 

住居計画 ２ ２ ２ 

住居デザイン論 ２ ２ ２ 

専門基幹

科目 

建築史 ２ ２ ２ 

建築計画 ２ ２ ２ 

福祉住環境論 ２ ２ ２ 

デザイン演習Ⅰ（建

築・インテリア） 
２ ２ ２ 

デザイン演習Ⅱ（建

築・インテリア） 
２ ２ ２ 

デザイン演習Ⅲａ

（建築・まちづく

り） 

２ ２ ２ 

デザイン演習Ⅲｂ

（住居・インテリ

ア） 

２ ２ ２ 

デザイン演習Ⅳ（ス

タジオ）
２ ２ ２ 

建築一般構造 ２ ２ ２ 

建築構造力学Ａ ２ ２ ２ 

建築構造力学Ｂ ２ ２ ２ 

建築構造力学演習 ２ ２ ２ 

木構造 ２ ２ ２ 

鉄筋コンクリート

造・鋼構造 
２ ２ ２ 

建築材料 ２ ２ ２ 

建築構造・材料学演

習 
２ ２ ２ 

建築生産（施工・積

算） 
２ ２ ２ 

建築法規 ２ ２ ２ 

建築環境学Ⅰ ２ ２ ２ 

建築環境学Ⅱ ２ ２ ２ 

建築設備Ⅰ ２ ２ ２ 

建築設備Ⅱ ２ ２ ２ 

都市計画論 ２ ２ ２ 

まちづくり論 ２ ２ ２ 

都市デザイン演習 ２ ２ ２ 

調理学実習Ⅰ １ １ １ 



‐学則－39‐ 

専門

基幹

科目 

教職

関連

科目 

調理学実習Ⅱ １ １ １ 

食物科学概論 ２ ２ ２ 

食品栄養学 ２ ２ ２ 

家庭ケア論 ２ ２ ２ 

家庭工学 ２ ２ ２ 

キャリア

科目
キャリアデザイン １ １ １ 

卒業研究基礎演習Ⅰ ２ ２ ２ 

卒業研究基礎演習Ⅱ ２ ２ ２ 

卒業研究 卒業研究演習Ⅰ ２ ２ ２ 

卒業研究演習Ⅱ ２ ２ ２ 

卒業論文・設計 ４ ４ ４ 

一般教育科目 36 29 ２ 67 

計 専門教育科目 21 155 176 

合計 57 184 ２ 243 

別表第５ 学芸学部日本文学科課程 

部門 授業科目 

必修

単位

数 

選択

単位

数 

自由

単位

数 

開設年次および単

位 
計 備考 

第１

学年 

第２

学年 

第３

学年 

第４

学年 

キリスト教学 ２ ２ ２ 

キリスト教と現代社会 ２ ２ ２ 

基礎演習 ２ ２ ２ 

日本語演習 ２ ２ ２ 

ＭＧ

Ｕス

タン

ダー

ド科

目

女性と人権 ２ ２ ２ 

音楽の世界 ２ ２ ２ 

生活と福祉 １ １ １ 

自然科学入門 

２ ２ ２ 

英語コミュニケーショ

ンⅠ
１ １ １ 

英語コミュニケーショ

ンⅡ
１ １ １ 

英語リテラシーⅠ １ １ １ 

英語リテラシーⅡ １ １ １ 

リベラルアーツ基礎Ａ ２ ２ ２ 

リベラルアーツ基礎Ｂ ２ ２ ２ 

リベ

ラル

アー

ツ基

幹科

目

リベラルアーツ基礎Ｃ ２ ２ ２ 

リベラルアーツ基礎Ｄ ２ ２ ２ 

リベラルアーツ総合Ａ ２ ２ ２ 

リベラルアーツ総合Ｂ

２ ２ ２ 

リベラルアーツスタデ ２ ２ ２ 



‐学則－40‐ 

ィーズＡ 

リベラルアーツスタデ

ィーズＢ
２ ２ ２ 

ライフワーク論 ２ ２ ２ 

キャ

リア

科目

キャリア形成論 ２ ２ ２ 

情報処理 
２ ２ ２ 

日本国憲法 ２ ２ ２ 

ドイツ語コミュニケー

ションⅠ
１ １ １ 

一般

教育

科目 

ドイツ語コミュニケー

ションⅡ
１ １ １ 

ドイツ語リテラシーⅠ １ １ １ 

ドイツ語リテラシーⅡ １ １ １ 

フランス語コミュニケ

ーションⅠ
１ １ １ 

フランス語コミュニケ

ーションⅡ
１ １ １ 

フランス語リテラシー

Ⅰ
１ １ １ 

フランス語リテラシー

Ⅱ
１ １ １ 

中国語コミュニケーシ

ョンⅠ 
１ １ １ 

中国語コミュニケーシ

ョンⅡ 
１ １ １ 

外国

語科

目 

中国語リテラシーⅠ １ １ １ 

中国語リテラシーⅡ １ １ １ 

朝鮮語コミュニケーシ

ョンⅠ 
１ １ １ 

朝鮮語コミュニケーシ

ョンⅡ 
１ １ １ 

朝鮮語リテラシーⅠ １ １ １ 

朝鮮語リテラシーⅡ １ １ １ 

スキルアップ英語 １ １ １ 

スキルアップドイツ語 １ １ １ 

スキルアップフランス

語
１ １ １ 

スキルアップ中国語 １ １ １ 

スキルアップ朝鮮語 １ １ 1 

実践フランス語Ⅰ ２ ２ ２ 

実践フランス語Ⅱ ２ ２ ２ 

実践中国語Ⅰ ２ ２ ２ 

実践中国語Ⅱ ２ ２ ２ 

体育実技 １ １ １ 

体育 体育講義 １ １ １ 



‐学則－41‐ 

科目 シーズンスポーツ １ １ １ 

スポーツ １ １ １ 

日本文学史Ⅰ（古典） ２ ２ ２ 

日本文学史Ⅱ（近代） ２ ２ ２ 

日本語概説Ⅰ ２ ２ ２ 

日本語概説Ⅱ ２ ２ ２ 

日本文化史Ⅰ ２ ２ ２ 

日本文化史Ⅱ ２ ２ ２ 

中国文学概説Ⅰ ２ ２ ２ 

中国文学概説Ⅱ ２ ２ ２ 

基礎

科目 

日本語教育概説Ⅰ ２ ２ ２ 

日本語教育概説Ⅱ ２ ２ ２ 

専門

教育

科目 

文学語学入門セミナー

Ａ 
２ ２ ２ 

 
文学語学入門セミナー

Ｂ 
２ ２ ２ 

 
文学語学入門セミナー

Ｃ 
２ ２ ２ 

文学語学入門セミナー

Ｄ 
２ ２ ２ 

文学語学入門セミナー

Ｅ 
２ ２ ２ 

文学語学入門セミナー

Ｆ 
２ ２ ２ 

文学語学入門セミナー

Ｇ 
２ ２ ２ 

文学語学入門セミナー

Ｈ 
２ ２ ２ 

古典文学ⅠＡ ２ ２ ２ 

日本

文

学・

文化

系科

目 

古典文学ⅠＢ ２ ２ ２ 

古典文学ⅠＣ ２ ２ ２ 

近代文学ⅠＡ ２ ２ ２ 

近代文学ⅠＢ 

２ ２ ２ 

近代文学ⅠＣ ２ ２ ２ 

日本文化論Ⅰ ２ ２ ２ 

映像文化論Ⅰ ２ ２ ２ 

日本文学・文化演習Ⅰ

Ａ 
２ ２ ２ 

日本文学・文化演習Ⅰ

Ｂ 
２ ２ ２ 

日本文学・文化演習Ⅰ

Ｃ 
２ ２ ２ 

日本文学・文化演習Ⅰ

Ｄ 
２ ２ ２ 



‐学則－42‐ 

日本文学・文化演習Ⅰ

Ｅ 
２ ２ ２ 

日本文学・文化演習Ⅰ

Ｆ 
２ ２ ２ 

日本文学・文化演習Ⅱ

Ａ 
２ ２ ２ 

日本文学・文化演習Ⅱ

Ｂ 
２ ２ ２ 

日本

文

学・

文化

系科

目 

日本文学・文化演習Ⅱ

Ｃ 
２ ２ ２ 

日本文学・文化演習Ⅱ

Ｄ 
２ ２ ２ 

日本文学・文化演習Ⅱ

Ｅ 
２ ２ ２ 

日本文学・文化演習Ⅱ

Ｆ 
２ ２ ２ 

日本語史Ⅰ ２ ２ ２ 

現代語Ⅰ ２ ２ ２ 

音声学 ２ ２ ２ 

社会言語学 ２ ２ ２ 

日本語学演習ⅠＡ ２ ２ ２ 

日本語学演習ⅠＢ ２ ２ ２ 

日本語学演習ⅡＡ ２ ２ ２ 

日本語学演習ⅡＢ ２ ２ ２ 

日本語教育演習Ⅰ ２ ２ ２ 

日本語教育演習Ⅱ ２ ２ ２ 

古典文学ⅡＡ ２ ２ ２ 

古典文学ⅡＢ ２ ２ ２ 

日本

文学

系科

目 

古典文学ⅡＣ ２ ２ ２ 

近代文学ⅡＡ ２ ２ ２ 

近代文学ⅡＢ ２ ２ ２ 

近代文学ⅡＣ ２ ２ ２ 

日本文学発展演習Ⅰ ２ ２ ２ 

日本文学発展演習Ⅱ ２ ２ ２ 

日本

文化

系科

目 

日本文化論Ⅱ ２ ２ ２ 

映像文化論Ⅱ ２ ２ ２ 

日本文化発展演習Ⅰ ２ ２ ２ 

日本文化発展演習Ⅱ ２ ２ ２ 

日本

語学

系科

目 

日本語史Ⅱ ２ ２ ２ 

現代語Ⅱ ２ ２ ２ 

専門

教育

科目 

日本語学発展演習Ⅰ ２ ２ ２ 

日本語学発展演習Ⅱ ２ ２ ２ 

 第二言語習得論Ⅰ ２ ２ ２ 

第二言語習得論Ⅱ ２ ２ ２ 

日本

語教

異文化コミュニケーシ

ョン 
２ ２ ２ 



‐学則－43‐ 

育系

科目 

対照言語学 ２ ２ ２ 

日本語教育発展演習Ⅰ ２ ２ ２ 

日本語教育発展演習Ⅱ ２ ２ ２ 

日本語教育実習Ⅰ ２ ２ ２ 

日本語教育実習Ⅱ ２ ２ ２ 

身体表現Ａ ２ ２ ２ 

身体表現Ｂ ２ ２ ２ 

メディア編集Ａ ２ ２ ２ 

メディア編集Ｂ ２ ２ ２ 

東北の文学・文化・こ

とばＡ 
２ ２ ２ 

東北の文学・文化・こ

とばＢ 
２ ２ ２ 

民俗学Ａ ２ ２ ２ 

共通

科目 

民俗学Ｂ ２ ２ ２ 

中国文学Ａ ２ ２ ２ 

中国文学Ｂ ２ ２ ２ 

比較文学Ａ ２ ２ ２ 

比較文学Ｂ ２ ２ ２ 

世界のなかの日本Ａ ２ ２ ２ 

世界のなかの日本Ｂ ２ ２ ２ 

創作表現Ａ ２ ２ ２ 

創作表現Ｂ ２ ２ ２ 

ＩＣＴスキル ２ ２ ２ 

キャ

リア

形成

科目

日本語検定対策Ⅰ ２ ２ ２ 

キャリアデザイン ２ ２ ２ 

日本語検定対策Ⅱ 
２ ２ ２ 

日本漢字能力検定対策 ２ ２ ２ 

書道Ⅰ １ １ １ 

書道Ⅱ １ １ １ 

教職

関係

科目 

書道Ⅲ １ １ １ 

書道Ⅳ １ １ １ 

国語科教材研究 ２ ２ ２ 

国語科実践研究Ⅰ ２ ２ ２ 

国語科実践研究Ⅱ ２ ２ ２ 

卒業

研究 

卒業研究演習Ⅰ ２ ２ ２ 

卒業研究演習Ⅱ ２ ２ ２ 

卒業論文・制作 ４ ４ ４ 

一般教育科目 38 38 76 

計 専門教育科目 22 182 204 

合計 60 220 280 

別表第６ 学芸学部英語文化コミュニケーション学科課程 

部門 授業科目 
必修

単位

選択

単位

自由

単位

開設年次および単

位 
計 備考 



‐学則－44‐ 

数 数 数 

第１

学年 

第２

学年 

第

３

学

年 

第４

学年 

キリスト教学 ２ ２ ２ 

キリスト教と現代社会 ２ ２ ２ 

ＭＧ

Ｕス

タン

ダー

ド科

目

基礎演習 ２ ２ ２ 

日本語演習 ２ ２ ２ 

女性と人権 ２ ２ ２ 

音楽の世界 ２ ２ ２ 

生活と福祉 １ １ １ 

自然科学入門 ２ ２ ２ 

リベラルアーツ基礎Ｂ ２ ２ ２ 

リベラルアーツ基礎Ｃ ２ ２ ２ 

リベ

ラル

アー

ツ基

幹科

目

リベラルアーツ基礎Ａ ２ ２ ２ 

リベラルアーツ基礎Ｄ ２ ２ ２ 

リベラルアーツ総合Ａ ２ ２ ２ 

リベラルアーツ総合Ｂ ２ ２ ２ 

リベラルアーツスタデ

ィーズＡ
２ ２ ２ 

リベラルアーツスタデ

ィーズＢ
２ ２ ２ 

ライフワーク論 ２ ２ ２ 

キャ

リア

科目

キャリア形成論 ２ ２ ２ 

情報処理 ２ ２ ２ 

日本国憲法 ２ ２ ２ 

ドイツ語コミュニケー

ションⅠ
１ １ １ 

ドイツ語コミュニケー

ションⅡ
１ １ １ 

一般

教育

科目 

ドイツ語リテラシーⅠ １ １ １ 

ドイツ語リテラシーⅡ １ １ １ 

フランス語コミュニケ

ーションⅠ
１ １ １ 

フランス語コミュニケ

ーションⅡ
１ １ １ 

フランス語リテラシー

Ⅰ
１ １ １ 

フランス語リテラシー

Ⅱ
１ １ １ 

中国語コミュニケーシ

ョンⅠ 
１ １ １ 



‐学則－45‐ 

中国語コミュニケーシ

ョンⅡ 
１ １ １ 

外国

語科

目 

中国語リテラシーⅠ １ １ １ 

中国語リテラシーⅡ １ １ １ 

朝鮮語コミュニケーシ

ョンⅠ 
１ １ １ 

朝鮮語コミュニケーシ

ョンⅡ 
１ １ １ 

朝鮮語リテラシーⅠ １ １ １ 

朝鮮語リテラシーⅡ １ １ １ 

スキルアップドイツ語 １ １ １ 

スキルアップフランス

語
１ １ １ 

スキルアップ中国語 １ １ １ 

スキルアップ朝鮮語 １ １ １ 

実践フランス語Ⅰ ２ ２ ２ 

実践フランス語Ⅱ ２ ２ ２ 

実践中国語Ⅰ ２ ２ ２ 

実践中国語Ⅱ ２ ２ ２ 

体育講義 １ １ １ 

体育

科目 

体育実技 １ １ １ 

シーズンスポーツ １ １ １ 

スポーツ １ １ １ 

Speaking & Listening I ２ ２ ２ 

Speaking & Listening II ２ ２ ２ 

Speaking & Listening 

III 
２ ２ ２ 

Speaking & Listening IV ２ ２ ２ 

Intensive Reading I １ １ １ 

Intensive Reading II １ １ １ 

Extensive Reading I １ １ １ 

Extensive Reading II １ １ １ 

英語

基礎

科目 

Writing １ １ １ 

Writing & Vocabulary ２ ２ ２ 

Writing‐Short Essay ２ ２ ２ 

Writing‐Long Essay ２ ２ ２ 

Academic Writing ２ ２ ２ 

Presentation in English ２ ２ ２ 

Integrated English I ２ ２ ２ 

Integrated English II ２ ２ ２ 

English Certification 

I 
２ ２ ２ 

English Certification 

II 
２ ２ ２ 

English Certification 

III 
２ ２ ２ 



‐学則－46‐ 

ことばのしくみ １ １ １ 

コミュニケーショ

ンと文法
１ １ １ 

ことばの世界（基

礎） 
２ ２ ２ 

ことばの世界（発

展） 
２ ２ ２ 

英語発音法（基礎） ２ ２ ２ 

英語発音法（発展） ２ ２ ２ 

ことばと心理 ２ ２ ２ 

言語

文化

系科

目 

心理言語学 ２ ２ ２ 

手話コミュニケー

ション（基礎）
２ ２ ２ 

手話コミュニケー

ション（発展）
２ ２ ２ 

英語の歴史 ２ ２ ２ 

ことばと情報 ２ ２ ２ 

ことばと社会 ２ ２ ２ 

社会言語学 ２ ２ ２ 

言語学とコミュニ

ケーション（音声

学・音韻論・形態論） 
２ ２ ２ 

専門

教育

科目 

専門

基幹

科目 

言語学とコミュニ

ケーション（統語

論・意味論・語用論） 
２ ２ ２ 

世界の言語 １ １ １ 

異文化理解 ２ ２ ２ 

異文化交流 ２ ２ ２ 

メディア概論 ２ ２ ２ 

メディアリテラシ

ー
２ ２ ２ 

メディア文化史 I ２ ２ ２ 

メディア文化史 II ２ ２ ２ 

コミュニケーショ

ンとしての英語小

説（アメリカ）
２ ２ ２ 

メデ

ィア

文化

系科

目

コミュニケーショ

ンとしての英語小

説（イギリス）
２ ２ ２ 

アートとしての英

語詩（イギリス）
２ ２ ２ 

アートとしての英

語詩（アメリカ）
２ ２ ２ 

イギリス文学入門 ２ ２ ２ 

アメリカ文学入門 ２ ２ ２ 

物語論/映画論 ２ ２ ２ 

演劇/パフォーマン

ス 
２ ２ ２ 

SF的想像力と社会 ２ ２ ２ 



‐学則－47‐ 

グローバリゼーシ

ョン時代の文学 
２ ２ ２ 

アートとメディア ２ ２ ２ 

アートとエンター

テインメント
２ ２ ２ 

コ

ミュ

ニケ

ーシ

ョン

演習

科目

コミュニケーショ

ン基礎セミナー
２ ２ ２ 

メディアコミュニ

ケーション基礎
２ ２ ２ 

メディアコミュニ

ケーション実践
２ ２ ２ 

専門セミナー（言語

文化）Ａ
２ ２ ２ 

専門セミナー（言語

文化）Ｂ
２ ２ ２ 

専門セミナー (メ

ディア文化）Ａ
２ ２ 

専門

発展

科目 

専門セミナー (メ

ディア文化）Ｂ
２ ２ ２ 

コ

ミュ

ニケ

ーシ

ョン

実践

科目 

グローバルコミュ

ニケーション実習
２ ２ ２ 

文化コミュニケー

ション実習
２ ２ ２ 

海外研修 (事前学

習）
２ ２ ２ 

海外研修 ４ ４ ４ 

キャ

リア

支援

科目

キャリアデザイン

（基礎）
１ １ １ 

キャリアデザイン

（発展）
１ １ １ 

ビジネスコミュニ

ケーション
２ ２ ２ 

インターンシップ ２ ２ ２ 

卒業

研究 

卒業研究セミナー

Ａ 
２ ２ ２ 

卒業研究セミナー 

Ｂ 
２ ２ ２ 

卒業論文・制作 ４ ４ ４ 

一般

教育

科目 

34 37 71 

計 

専門

教育

科目 

31 107 138 

合計 65 144 209 

別表第７ 学芸学部人間文化学科課程 

部門 授業科目 必修選択自由 開設年次および単 計 備考 



‐学則－48‐ 

単位

数 

単位

数 

単位

数 

位 

第１

学年 

第２

学年 

第３

学年 

第４

学年 

キリスト教学 ２ ２ ２ 

キリスト教と現代社会 ２ ２ ２ 

基礎演習 ２ ２ ２ 

日本語演習 ２ ２ ２ 

ＭＧ

Ｕス

タン

ダー

ド科

目

女性と人権 ２ ２ ２ 

音楽の世界 ２ ２ ２ 

生活と福祉 １ １ １ 

自然科学入門 ２ ２ ２ 

英語コミュニケーショ

ンⅠ
１ １ １ 

英語コミュニケーショ

ンⅡ
１ １ １ 

英語リテラシーⅠ １ １ １ 

英語リテラシーⅡ １ １ １ 

リベ

ラル

アー

ツ基

幹科

目

リベラルアーツ基礎Ｃ ２ ２ ２ 

リベラルアーツ基礎Ａ ２ ２ ２ 

リベラルアーツ基礎Ｄ ２ ２ ２ 

リベラルアーツ総合Ａ ２ ２ ２ 

リベラルアーツ総合Ｂ ２ ２ ２ 

ライフワーク論 ２ ２ ２ 

キャ

リア

科目

キャリア形成論 ２ ２ ２ 

情報処理 ２ ２ ２ 

日本国憲法 ２ ２ ２ 

ドイツ語コミュニケー

ションⅠ
１ １ １ 

ドイツ語コミュニケー

ションⅡ
１ １ １ 

一般

教育

科目 

ドイツ語リテラシーⅠ １ １ １ 

ドイツ語リテラシーⅡ １ １ １ 

 
フランス語コミュニケ

ーションⅠ
１ １ １ 

フランス語コミュニケ

ーションⅡ
１ １ １ 

フランス語リテラシー

Ⅰ
１ １ １ 

フランス語リテラシー

Ⅱ
１ １ １ 

中国語コミュニケーシ

ョンⅠ 
１ １ １ 



‐学則－49‐ 

中国語コミュニケーシ

ョンⅡ 
１ １ １ 

外国

語科

目 

中国語リテラシーⅠ １ １ １ 

中国語リテラシーⅡ １ １ １ 

朝鮮語コミュニケーシ

ョンⅠ 
１ １ １ 

朝鮮語コミュニケーシ

ョンⅡ 
１ １ １ 

朝鮮語リテラシーⅠ １ １ １ 

朝鮮語リテラシーⅡ １ １ １ 

スキルアップ英語 １ １ １ 

スキルアップドイツ語 １ １ １ 

スキルアップフランス

語
１ １ １ 

スキルアップ中国語 １ １ １ 

スキルアップ朝鮮語 １ １ １ 

実践フランス語Ⅰ ２ ２ ２ 

実践フランス語Ⅱ ２ ２ ２ 

実践中国語Ⅰ ２ ２ ２ 

実践中国語Ⅱ ２ ２ ２ 

体育講義 １ １ １ 

体育

科目 

体育実技 １ １ １ 

シーズンスポーツ １ １ １ 

スポーツ １ １ １ 

歴史・地域学入門 ２ ２ ２ 

メディア論 ２ ２ ２ 

世界遺産概説 ２ ２ ２ 

哲学概論 ２ ２ ２ 

文化人類学 ２ ２ ２ 

フィールドワーク論 ２ ２ ２ 

時事問題概説 ２ ２ ２ 

基礎

科目 

日本史概説 ２ ２ ２ 

東洋史概説 ２ ２ ２ 

西洋史概説 ２ ２ ２ 

芸術史概説 ２ ２ ２ 

日本文化概論 ２ ２ ２ 

東南アジア文化概論 ２ ２ ２ 

南アジア文化概論 ２ ２ ２ 

ヨーロッパ文化概論 ２ ２ ２ 

音楽文化概論 ２ ２ ２ 

日本社会の歴史Ａ ２ ２ ２ 

日本社会の歴史Ｂ ２ ２ ２ 

東洋社会の歴史Ａ ２ ２ ２ 

東洋社会の歴史Ｂ ２ ２ ２ 

西洋社会の歴史Ａ ２ ２ ２ 

西洋社会の歴史Ｂ ２ ２ ２ 



‐学則－50‐ 

専門

科目

（歴

史文

化コ

ー

ス） 

日本美術史Ａ ２ ２ ２ 

日本美術史Ｂ ２ ２ ２ 

西洋美術史Ａ ２ ２ ２ 

西洋美術史Ｂ ２ ２ ２ 

地域社会史Ａ ２ ２ ２ 

地域社会史Ｂ ２ ２ ２ 

女性の歴史Ａ ２ ２ ２ 

女性の歴史Ｂ ２ ２ ２ 

思想と哲学の歴史Ａ ２ ２ ２ 

思想と哲学の歴史Ｂ ２ ２ ２ 

考古資料の研究Ａ ２ ２ ２ 

考古資料の研究Ｂ ２ ２ ２ 

日本地域研究 ２ ２ ２ 

東南アジア地域研究 ２ ２ ２ 

東アジア地域研究 ２ ２ ２ 

南アジア地域研究 ２ ２ ２ 

東ヨーロッパ地域研究 ２ ２ ２ 

西ヨーロッパ地域研究 ２ ２ ２ 

専門

教育

科目 

専門

科目

（国

際文

化コ

ー

ス） 

南ヨーロッパ地域研究 ２ ２ ２ 

北ヨーロッパ地域研究 ２ ２ ２ 

比較文化論 ２ ２ ２ 

ジェンダー論 ２ ２ ２ 

国際文化論Ａ（環境と

社会） 
２ ２ ２ 

国際文化論Ｂ（分離と

統合） 
２ ２ ２ 

国際文化論Ｃ（音楽と

社会） 
２ ２ ２ 

国際文化論Ｄ（儀礼と

象徴） 
２ ２ ２ 

エスニシティ論 ２ ２ ２ 

多文化共生論 ２ ２ ２ 

国際協力論 ２ ２ ２ 

イスラーム学 ２ ２ ２ 

特論 
歴史・地域学特論Ａ ２ ２ ２ 

歴史・地域学特論Ｂ ２ ２ ２ 

キャ

リア

科目

キャリアデザイン ２ ２ ２ 

入門演習 ２ ２ ２ 

導入演習Ⅰ ２ ２ ２ 

導入演習Ⅱ ２ ２ ２ 

歴史文化演習Ⅰ ２ ２ ２ 
歴史文化コース選択

者必修 

 

演習 歴史文化演習Ⅱ ２ ２ ２ 歴史文化コース選択  



‐学則－51‐ 

科目 者必修 

国際文化演習Ⅰ ２ ２ ２ 
国際文化コース選択

者必修 

 

国際文化演習Ⅱ ２ ２ ２ 
国際文化コース選択

者必修 

 

卒業研究演習Ⅰ ２ ２ ２ 

卒業研究演習Ⅱ ２ ２ ２ 

卒業論文 ４ ４ ４ 

セミ

ナー

科目

セミナー科目Ａ ２ ２ ２ 

セミナー科目Ｂ ２ ２ ２ 

地域言語論 ２ ２ ２ 

社会学概論 ２ ２ ２ 

政治学概論 ２ ２ ２ 

地誌学 ２ ２ ２ 

自然地理学 ２ ２ ２ 

博物館概論 ２ ２ ２ 

その

他の

科目 

人文地理学Ａ ２ ２ ２ 

人文地理学Ｂ ２ ２ ２ 

習俗文化論 ２ ２ ２ 

心理学Ａ ２ ２ ２ 

心理学Ｂ ２ ２ ２ 

フィールド実習事前指

導
２ ２ ２ 

フィールド実習Ａ ４ ４ ４ 

フィールド実習Ｂ ２ ２ ２ 

個別研修 ２ ２ ２ 

一般教育科目 32 38 70 

計 専門教育科目 20 148 168 

合計 52 186 238 

別表第８ 学芸学部心理行動科学科課程 

部門 授業科目 

必修

単位

数 

選択

単位

数 

自由

単位

数 

開設年次および単

位 
計 備考 

第１

学年 

第２

学年 

第３

学年 

第４

学年 

キリスト教学 ２ ２ ２ 

キリスト教と現代社

会
２ ２ ２ 

基礎演習 ２ ２ ２ 

日本語演習 ２ ２ ２ 

ＭＧＵス

タンダー

ド科目

女性と人権 ２ ２ ２ 

音楽の世界 ２ ２ ２ 

生活と福祉 １ １ １ 

自然科学入門 ２ ２ ２ 

英語コミュニケーシ １ １ １ 



‐学則－52‐ 

ョンⅠ 

英語コミュニケーシ

ョンⅡ 
１ １ １ 

英語リテラシーⅠ １ １ １ 

英語リテラシーⅡ １ １ １ 

リベラルアーツ基礎

Ｂ
２ ２ ２ 

リベラルアーツ基礎

Ｃ
２ ２ ２ 

リベラル

アーツ基

幹科目

リベラルアーツ基礎

Ａ
２ ２ ２ 

リベラルアーツ基礎

Ｄ
２ ２ ２ 

リベラルアーツ総合

Ａ
２ ２ ２ 

リベラルアーツ総合

Ｂ
２ ２ ２ 

リベラルアーツスタ

ディーズＡ
２ ２ ２ 

リベラルアーツスタ

ディーズＢ
２ ２ ２ 

キャリア

科目

ライフワーク論 ２ ２ ２ 

キャリア形成論 ２ ２ ２ 

日本国憲法 ２ ２ ２ 

ドイツ語コミュニケ

ーションⅠ 
１ １ １ 

ドイツ語コミュニケ

ーションⅡ 
１ １ １ 

一般

教育

科目 

ドイツ語リテラシー

Ⅰ 
１ １ １ 

 
ドイツ語リテラシー

Ⅱ 
１ １ １ 

フランス語コミュニ

ケーションⅠ
１ １ １ 

フランス語コミュニ

ケーションⅡ
１ １ １ 

フランス語リテラシ

ーⅠ
１ １ １ 

フランス語リテラシ

ーⅡ
１ １ １ 

中国語コミュニケー

ションⅠ
１ １ １ 

中国語コミュニケー

ションⅡ
１ １ １ 

外国語科

目 
中国語リテラシーⅠ １ １ １ 



‐学則－53‐ 

中国語リテラシーⅡ １ １ １ 

朝鮮語コミュニケー

ションⅠ
１ １ １ 

朝鮮語コミュニケー

ションⅡ
１ １ １ 

朝鮮語リテラシーⅠ １ １ １ 

朝鮮語リテラシーⅡ １ １ １ 

スキルアップ英語 １ １ １ 

スキルアップドイツ

語
１ １ １ 

スキルアップフラン

ス語
１ １ １ 

スキルアップ中国語 １ １ １ 

スキルアップ朝鮮語 １ １ １ 

実践フランス語Ⅰ ２ ２ ２ 

実践フランス語Ⅱ ２ ２ ２ 

実践中国語Ⅰ ２ ２ ２ 

実践中国語Ⅱ ２ ２ ２ 

体育講義 １ １ １ 

体育科目 
体育実技 １ １ １ 

シーズンスポーツ １ １ １ 

スポーツ １ １ １ 

心理学入門セミナー

Ⅰ 
２ ２ ２ 

心理学入門セミナー

Ⅱ 
２ ２ ２ 

心理学実践セミナー

Ⅰ 
２ ２ ２ 

心理学実践セミナー

Ⅱ 
２ ２ ２ 

心理学セミナーⅠ ２ ２ ２ ２科目４単位 

セミナー 心理学セミナーⅡ ２ ２ ２ ２科目４単位 

心理学セミナーⅢ ２ ２ ２ 

心理学セミナーⅣ ２ ２ ２ 

卒業研究セミナーⅠ ２ ２ ２ 

卒業研究セミナーⅡ ２ ２ ２ 

卒業論文 ４ ４ ４ 

哲学 ２ ２ ２ 

社会学 ２ ２ ２ 

専門関連

科目 

人間工学 ２ ２ ２ 

生物学 ２ ２ ２ 

人体の構造と機能及

び疾病 
２ ２ ２ 

文化人類学 ２ ２ ２ 

心理学概論 ２ ２ ２ 

データサイエンス実 ２ ２ ２ 
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習Ⅰ 

基礎

科目 

データサイエンス概

論（心理学統計法概

論） 

２ ２ ２ 

データサイエンス実

習Ⅱ（心理学統計法

実習） 

２ ２ ２ 

専門

基幹

科目 

心理学実験実習Ⅰ ２ ２ ２ 

心理学実験実習Ⅱ ２ ２ ２ 

感情・人格心理学 ２ ２ ２ 

学習・言語心理学 ２ ２ ２ 

専門

教育

科目 

 展開

科目 

知覚・認知心理学 ２ ２ ２ 

 教育・学校心理学 ２ ２ ２ 

 神経・生理心理学 ２ ２ ２ 

社会・集団・家族心

理学 
２ ２ ２ 

心理学研究法概論 ２ ２ ２ 

基礎

科目 

社会調査法概論 ２ ２ ２ 

社会調査の基礎 ２ ２ ２ 

社会調査法実習 ４ ４ ４ 

心理的アセスメント

概論 
２ ２ ２ 

専門

発展

科目 

臨床心理学概論 ２ ２ ２ 

 多変量解析法 ２ ２ ２ 

 発達心理学 ２ ２ ２ 

展開

科目 

障害者・障害児心理

学 
２ ２ ２ 

児童青年心理学 ２ ２ ２ 

心理学的支援法 ２ ２ ２ 

特講 
心理学特講Ａ ２ ２ ２ 

心理学特講Ｂ ２ ２ ２ 

キャリア

科目
キャリアデザイン ２ ２ ２ 

公認心理師の職責 ２ ２ ２ 

公認心理

師に関す

る科目 

精神疾患とその治療 ２ ２ ２ 

関係行政論 ２ ２ ２ 

心理演習 ２ ２ ２ 

心理実習 ２ ２ ２ 

心理学実践研修Ａ ２ ２ ２ 

心理学実践研修Ｂ ２ ２ ２ 

その他 
心理学文献講読 ２ ２ ２ 

政治学 ２ ２ ２ 

経済学 ２ ２ ２ 

データサイエンス入

門 
２ ２ ２ 

一般教育科目 38 36 74 
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計 専門教育科目 52 50 10 112 

合計 90 86 10 186 

別表第９ 学芸学部音楽科課程 

部門 授業科目 

必修

単位

数 

選択

単位

数 

自由

単位

数 

開設年次および単

位 
計 備考 

第１

学年 

第２

学年 

第３

学年 

第４

学年 

キリスト教学 ２ ２ ２ 

キリスト教と現代社

会
２ ２ ２ 

基礎演習 ２ ２ ２ 

日本語演習 ２ ２ ２ 

ＭＧＵス

タンダー

ド科目

女性と人権 ２ ２ ２ 

生活と福祉 １ １ １ 

自然科学入門 ２ ２ ２ 

英語コミュニケーシ

ョンⅠ 
１ １ １ 

英語コミュニケーシ

ョンⅡ 
１ １ １ 

英語リテラシーⅠ １ １ １ 

英語リテラシーⅡ １ １ １ 

リベラルアーツ基礎

Ｂ
２ ２ ２ 

リベラルアーツ基礎

Ｃ
２ ２ ２ 

リベラル

アーツ基

幹科目

リベラルアーツ基礎

Ａ
２ ２ ２ 

リベラルアーツ基礎

Ｄ
２ ２ ２ 

リベラルアーツ総合

Ａ
２ ２ ２ 

リベラルアーツ総合

Ｂ
２ ２ ２ 

リベラルアーツスタ

ディーズＡ
２ ２ ２ 

一般

教育

科目 

ライフワーク論 ２ ２ ２ 

キャリア

科目

キャリア形成論 ２ ２ ２ 

情報処理 ２ ２ ２ 

日本国憲法 ２ ２ ２ 

ドイツ語コミュニケ

ーションⅠ 
１ １ １ 

ドイツ語コミュニケ

ーションⅡ 
１ １ １ 

ドイツ語リテラシー

Ⅰ 
１ １ １ 
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ドイツ語リテラシー

Ⅱ 
１ １ １ 

フランス語コミュニ

ケーションⅠ
１ １ １ 

外国語科

目 

フランス語コミュニ

ケーションⅡ
１ １ １ 

フランス語リテラシ

ーⅠ
１ １ １ 

フランス語リテラシ

ーⅡ
１ １ １ 

スキルアップ英語 １ １ １ 

スキルアップドイツ

語
１ １ １ 

スキルアップフラン

ス語
１ １ １ 

実践フランス語Ⅰ ２ ２ ２ 

実践フランス語Ⅱ ２ ２ ２ 

体育講義 １ １ １ 

体育科目 
体育実技 １ １ １ 

シーズンスポーツ １ １ １ 

スポーツ １ １ １ 

ベーシックスキルＡ １ １ １ 

ベーシックスキルＢ １ １ １ 

ソルフェージュⅠ １ １ １ 

ソルフェージュⅡ １ １ １ 

ソルフェージュⅢ １ １ １ 

ソルフェージュⅣ １ １ １ 

副科合唱ⅠＡ １ １ １ 声楽コース以外必修 

副科合唱ⅠＢ １ １ １ 声楽コース以外必修 

副科合唱ⅡＡ １ １ １ 
声楽コース以外必修 

再度履修可 

副科合唱ⅡＢ １ １ １ 
声楽コース以外必修 

再度履修可 

和声法Ⅰ ２ ２ ２ 
開講学年変更，作曲

コース以外必修

基盤

科目 

和声法Ⅱ ２ ２ ２ 
開講学年変更，作曲

コース以外必修

和声法Ⅲ ２ ２ ２ 
開講学年変更，作曲

コース以外必修

和声法Ⅳ ２ ２ ２ 
開講学年変更，作曲

コース以外必修

西洋音楽史概論Ａ ２ ２ ２ 

西洋音楽史概論Ｂ ２ ２ ２ 

副科ピアノⅠＡ １ １ １ ピアノ専攻以外必修 

副科ピアノⅠＢ １ １ １ ピアノ専攻以外必修 

副科ピアノⅡＡ １ １ １ ピアノ専攻以外必修 
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副科ピアノⅡＢ １ １ １ ピアノ専攻以外必修 

副科ピアノⅢ １ １ １ 
ピアノ専攻以外選択 

クラス・再度履修可

副科声楽Ⅰ １ １ １ 声楽コース以外必修 

副科声楽Ⅱ １ １ １ 声楽コース以外必修 

副科声楽Ⅲ １ １ １ 
声楽コース以外選択 

クラス・再度履修可

スコアリーディング ２ ２ ２ 作曲コースのみ必修 

日本音楽史概論 ２ ２ ２ 

鍵盤音楽史 ２ ２ ２ 
鍵盤楽器専攻者のみ

必修 

声楽史 ２ ２ ２ 声楽コースのみ必修 

民族音楽学Ａ ２ ２ ２ 

共通

科目 

民族音楽学Ｂ ２ ２ ２ 

芸術と社会Ａ ２ ２ ２ 

芸術と社会Ｂ ２ ２ ２ 

作曲・編曲法Ⅰ ２ ２ ２ 

作曲・編曲法Ⅱ ２ ２ ２ 

指揮法Ⅰ １ １ １ 

指揮法Ⅱ １ １ １ 

副科管弦打楽器Ⅰ １ １ １ 

副科管弦打楽器Ⅱ １ １ １ 

副科管弦打楽器Ⅲ １ １ １ クラス・再度履修可

応用

実践

科目 

副科オルガンⅠ １ １ １ ピアノ専攻のみ必修 

副科オルガンⅡ １ １ １ ピアノ専攻のみ必修 

副科オルガンⅢ １ １ １ 
ピアノ専攻のみ選択 

クラス・再度履修可

副科ハープシコード

Ⅰ 
１ １ １ 

オルガン専攻のみ必

修

副科ハープシコード

Ⅱ 
１ １ １ 

オルガン専攻のみ必

修

副科ハープシコード

Ⅲ 
１ １ １ クラス・再度履修可

オーケストラＡ １ １ １ 

管弦打楽器専攻以外

選択 

再度履修可 

オーケストラＢ １ １ １ 

管弦打楽器専攻以外

選択 

再度履修可 

オーケストラＣ １ １ １ 

管弦打楽器専攻以外

選択 

再度履修可 

オーケストラＤ １ １ １ 

管弦打楽器専攻以外

選択 

再度履修可 

音声学Ａ ２ ２ ２ 声楽コースのみ必修 
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音声学Ｂ ２ ２ ２ 
再度履修可・声楽コ

ースのみ必修 

キャリアアップ演習 １ １ １ 再度履修可 

教育楽器演習 ２ ２ ２ 

和楽器演習 ２ ２ ２ 

キーボードハーモニ

ー
２ ２ ２ 

キャ

リア

形成

科目 

指導法研究Ａ １ １ １ 

指導法研究Ｂ １ １ １ 

指導法研究Ｃ １ １ １ 

指導法研究Ｄ １ １ １ 

キャリアデザイン ２ ２ ２ 

音楽と地域文化Ａ ２ ２ ２ 

音楽と地域文化Ｂ ２ ２ ２ 

アウトリーチ演習 １ １ １ 再度履修可 

専攻実技ⅠＡ ２ ２ ２ 

専攻実技ⅠＢ ２ ２ ２ 

専攻実技ⅡＡ ２ ２ ２ 

専攻実技ⅡＢ ２ ２ ２ 

専攻実技ⅢＡ ２ ２ ２ 

専攻実技ⅢＢ ２ ２ ２ 

専攻実技ⅣＡ ２ ２ ２ 

専攻実技ⅣＢ ４ ４ ４ 

専門

教育

科目 

演奏家養成特別実技

Ａ 
４ ４ ４ 

 
演奏家養成特別実技

Ｂ 
４ ４ ４ 

演奏家養成特別実技

Ｃ 
４ ４ ４ 

演奏家養成特別実技

Ｄ 
４ ４ ４ 

演奏家養成特別実技

Ｅ 
４ ４ ４ 

演奏家養成特別実技

Ｆ 
４ ４ ４ 

演奏家養成特別実技

Ｇ 
４ ４ ４ 

演奏家養成特別実技

Ｈ 
４ ４ ４ 

室内楽Ａ １ １ １ 

室内楽Ｂ １ １ １ 

器楽

コー

ス専

門科

目

室内楽Ｃ １ １ １ 

室内楽Ｄ １ １ １ 

室内楽Ｅ １ １ １ 

室内楽Ｆ １ １ １ 

室内楽Ｇ １ １ １ 
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室内楽Ｈ １ １ １ 

演奏法研究（器楽） ２ ２ ２ 

オーケストラⅠＡ １ １ １ 
管楽器・弦楽器・打

楽器専攻必修 

オーケストラⅠＢ １ １ １ 
管楽器・弦楽器・打

楽器専攻必修 

オーケストラⅡＡ １ １ １ 
管楽器・弦楽器・打

楽器専攻必修 

オーケストラⅡＢ １ １ １ 
管楽器・弦楽器・打

楽器専攻必修 

オーケストラⅢＡ １ １ １ 
管楽器・弦楽器・打

楽器専攻必修 

オーケストラⅢＢ １ １ １ 
管楽器・弦楽器・打

楽器専攻必修 

オーケストラⅣＡ １ １ １ 
管楽器・弦楽器・打

楽器専攻必修 

コー

ス別

科目

オーケストラⅣＢ １ １ １ 
管楽器・弦楽器・打

楽器専攻必修 

声楽実技ⅠＡ ２ ２ ２ 

声楽実技ⅠＢ ２ ２ ２ 

声楽実技ⅡＡ ２ ２ ２ 

声楽実技ⅡＢ ２ ２ ２ 

声楽実技ⅢＡ ２ ２ ２ 

声楽実技ⅢＢ ２ ２ ２ 

声楽実技ⅣＡ ２ ２ ２ 

声楽実技ⅣＢ ４ ４ ４ 

演奏家養成特別実技

Ａ 
４ ４ ４ 

演奏家養成特別実技

Ｂ 
４ ４ ４ 

演奏家養成特別実技

Ｃ 
４ ４ ４ 

演奏家養成特別実技

Ｄ 
４ ４ ４ 

演奏家養成特別実技

Ｅ 
４ ４ ４ 

声楽

コー

ス専

門科

目

演奏家養成特別実技

Ｆ 
４ ４ ４ 

演奏家養成特別実技

Ｇ 
４ ４ ４ 

演奏家養成特別実技

Ｈ 
４ ４ ４ 

オペラ演習Ⅰ １ １ １ 
声楽コースのみ必修 

クラス・再度履修可

オペラ演習Ⅱ １ １ １ 
声楽コースのみ必修 

クラス・再度履修可
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アンサンブル演習Ⅰ １ １ １ クラス・再度履修可

アンサンブル演習Ⅱ １ １ １ クラス・再度履修可

演奏法研究（声楽） ２ ２ ２ 

専攻合唱ⅠＡ １ １ １ 声楽コースのみ必修 

専攻合唱ⅠＢ １ １ １ 声楽コースのみ必修 

専攻合唱ⅡＡ １ １ １ 声楽コースのみ必修 

専攻合唱ⅡＢ １ １ １ 声楽コースのみ必修 

専攻合唱ⅢＡ １ １ １ 声楽コースのみ必修 

専攻合唱ⅢＢ １ １ １ 声楽コースのみ必修 

専攻合唱ⅣＡ １ １ １ 声楽コースのみ必修 

専攻合唱ⅣＢ １ １ １ 声楽コースのみ必修 

作曲実技ⅠＡ ２ ２ ２ 

作曲実技ⅠＢ ２ ２ ２ 

作曲実技ⅡＡ ２ ２ ２ 

作曲実技ⅡＢ ２ ２ ２ 

作曲

コー

ス専

門科

目

作曲実技ⅢＡ ２ ２ ２ 

作曲実技ⅢＢ ２ ２ ２ 

作曲実技ⅣＡ ２ ２ ２ 

作曲実技ⅣＢ ４ ４ ４ 

作曲理論ⅠＡ ２ ２ ２ 作曲コースのみ必修 

作曲理論ⅠＢ ２ ２ ２ 作曲コースのみ必修 

作曲理論ⅡＡ ２ ２ ２ 作曲コースのみ必修 

作曲理論ⅡＢ ２ ２ ２ 作曲コースのみ必修 

オーケストレーショ

ンⅠ
２ ２ ２ 作曲コースのみ必修 

オーケストレーショ

ンⅡ
２ ２ ２ 作曲コースのみ必修 

一般教育科目 36 22 58 

計 専門教育科目 14 235 249 

合計 50 257 307 

※各コース専門科目は，それぞれのコース・専攻生のみ履修可能科目とする。

別表第10―１ 教職に関する科目 

授業科目 

開設年次および単位 

計 備考 第１学

年 

第２学

年 

第３学

年 

第４学

年 

教育原理 ２ ２ 

教育制度論 ２ ２ 

教職概論 ２ ２ 

教育心理学 ２ ２ 

教育方法論（教育通信技術を活用した

教育の理論及び方法を含む。） 
２ ２ 

特別支援教育論 １ １ 

道徳教育の理論と方法 ２ ２ 

特別活動の理論と方法 １ １ 

教育課程論 １ １ 
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総合的な学習の時間の指導法 １ １ 

教育課程特論（道徳・総合的な学習の

時間・特別活動） 
１ １ 

生徒指導Ａ（進路指導を含む） ２ ２ 

生徒指導Ｂ ２ ２ 

教育相談 ２ ２ 

英語科教育法Ⅰ ２ ２ 

英語科教育法Ⅱ ２ ２ 

英語科教育法Ⅲ ２ ２ 

英語科教育法Ⅳ ２ ２ 

国語科教育法Ⅰ ２ ２ 

国語科教育法Ⅱ ２ ２ 

国語科教育法Ⅲ ２ ２ 

国語科教育法Ⅳ ２ ２ 

社会科教育法Ⅰ（地理歴史分野） ２ ２ 

社会科教育法Ⅱ（公民分野） ２ ２ 

地理歴史科教育法 ２ ２ 

公民科教育法 ２ ２ 

音楽科教育法Ⅰ ２ ２ 

音楽科教育法Ⅱ ２ ２ 

音楽科教育法Ⅲ ２ ２ 

音楽科教育法Ⅳ ２ ２ 

家庭科教育法Ⅰ ２ ２ 

家庭科教育法Ⅱ ２ ２ 

家庭科教育法Ⅲ ２ ２ 

家庭科教育法Ⅳ ２ ２ 

保健体育科教育法Ⅰ ２ ２ 

保健体育科教育法Ⅱ ２ ２ 

保健体育科教育法Ⅲ ２ ２ 

保健体育科教育法Ⅳ ２ ２ 

教職実践演習（中・高） ２ ２ 

教職実践演習（栄養教諭） ２ ２ 

教職実践演習（養護教諭） ２ ２ 

教育実習Ａ（事前事後指導を含む） ５ ５ 

教育実習Ｂ（事前事後指導を含む） ３ ３ 

養護実習（事前事後指導を含む） ５ ５ 

学校栄養教育実習（事前事後指導を含

む） 
２ ２ 

別表第10―２ 図書館学に関する科目 

授業科目 

開設年次および単位 

計 備考 第１学

年 

第２学

年 

第３学

年 

第４学

年 

生涯学習概論 ２ ２ 

図書館情報学概論 ２ ２ 

図書館情報技術論 ２ ２ 
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図書館制度・経営論 ２ ２ 

図書館サービス概論 ２ ２ 

情報サービス論 ２ ２ 

児童サービス論 ２ ２ 

情報サービス演習Ⅰ １ １ 

情報サービス演習Ⅱ １ １ 

図書館資料論 ２ ２ 

資料組織法概説 ２ ２ 

資料組織法演習Ａ １ １ 

資料組織法演習Ｂ １ １ 

データベース特論 １ １ 

専門資料論 ２ ２ 

図書・図書館史 ２ ２ 

学校図書館サービス論 ２ ２ 

別表第10―３ 学芸員に関する科目 

授業科目 

開設年次および単位 

計 備考 第１学

年 

第２学

年 

第３学

年 

第４学

年 

生涯学習概論 ２ ２ 

博物館概論 ２ ２ 

博物館資料論 ２ ２ 

博物館経営論 ２ ２ 

博物館情報・メディア論 ２ ２ 

博物館実習Ⅰ １ １ 

博物館実習Ⅱ ２ ２ 

博物館教育論 ２ ２ 

博物館資料保存論 ２ ２ 

博物館展示論 ２ ２ 

文化史 ４ ４ 

民俗学 ４ ４ 

美術史 ４ ４ 

考古学 ４ ４ 

別表第10―４ 学校図書館司書教諭に関する科目 

授業科目 

開設年次および単位 

計 備考 第１学

年 

第２学

年 

第３学

年 

第４学

年 

学校経営と学校図書館 ２ ２ 

学校図書館メディアの構成 ２ ２ 

学習指導と学校図書館 ２ ２ 

読書と豊かな人間性 ２ ２ 

情報メディアの活用 ２ ２ 

別表第10―５ 日本語科目（第13条の６関係） 

授業科目 開設年次および単位 計 備考 
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第１学

年 

第２学

年 

第３学

年 

第４学

年 

日本語コミュニケーションⅠ １ １ 

日本語コミュニケーションⅡ １ １ 

日本語リテラシーⅠ １ １ 

日本語リテラシーⅡ １ １ 

スキルアップ日本語 １ １ 

別表第11 入学検定料，入学金 

（単位 円） 

学部名 学科名 入学検定料 入学金 

現代ビジネス学部 現代ビジネス学科 240,000 

 教育学部 教育学科 240,000 

生活科学部 
食品栄養学科 240,000 

生活文化デザイン学科 240,000 

日本文学科 30,000 240,000 

学芸学部 

英語文化コミュニケーシ

ョン学科 
240,000 

人間文化学科 240,000 

心理行動科学科 240,000 

音楽科 240,000 

※宮城学院女子短期大学卒業生が３年次編入学した場合の入学金は，宮城学院女子短期大学に納付

した入学金が24万円以下の時は，その差額を納付する。

別表第12―１ 授業料，実習料，楽器使用料，施設設備資金 

（2026年度以降入学生） 

（単位 円） 

学部名 学科名 授業料 実習料 
楽器使用料

（音楽科） 
施設設備資金 

現代ビジネス学

部 
現代ビジネス学科 780,000 30,000 220,000 

 教育学部 教育学科 808,000 12,000 220,000 

生活科学部 

食品栄養学科 892,000 17,000 220,000 

 生活文化デザイン

学科 
853,000 20,000 220,000 

日本文学科 780,000 13,000 220,000 

英語文化コミュニ

ケーション学科
780,000 34,000 220,000 

 学芸学部 人間文化学科 780,000 12,000 220,000 

心理行動科学科 780,000 30,000 220,000 

音楽科 1,004,000 20,000 35,000 305,000 

※音楽科は，上記のほかに演奏実技運営費として318,000円を納付する。

（2025年度以降入学生）

（単位 円） 

学部名 学科名 授業料 実習料 楽器使用料 施設設備資金 
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（音楽科） 

現代ビジネス学

部 
現代ビジネス学科 757,000 30,000 220,000 

 教育学部 教育学科 808,000 12,000 220,000 

生活科学部 

食品栄養学科 892,000 17,000 220,000 

 生活文化デザイン

学科 
853,000 20,000 220,000 

日本文学科 713,000 12,000 220,000 

英文学科 713,000 24,000 220,000 

 学芸学部 人間文化学科 713,000 12,000 220,000 

心理行動科学科 757,000 30,000 220,000 

音楽科 1,004,000 20,000 35,000 280,000 

※音楽科は，上記のほかに演奏実技運営費として318,000円を納付する。

（2019年度以降入学生）

（単位 円） 

学部名 学科名 授業料 実習料 
楽器使用料

（音楽科） 
施設設備資金 

現代ビジネス学

部 
現代ビジネス学科 757,000 30,000 220,000 

 教育学部 教育学科 808,000 12,000 220,000 

生活科学部 

食品栄養学科 892,000 17,000 220,000 

 生活文化デザイン

学科 
853,000 20,000 220,000 

日本文学科 713,000 12,000 220,000 

英文学科 713,000 24,000 220,000 

 学芸学部 人間文化学科 713,000 12,000 220,000 

心理行動科学科 757,000 30,000 220,000 

音楽科 1,004,000 15,000 35,000 280,000 

※音楽科は，上記のほかに演奏実技運営費として318,000円を納付する。

（2016年度～2018年度入学生）

（単位 円） 

学部名 学科名 授業料 実習料 
楽器使用料

（音楽科） 
施設設備資金 

現代ビジネス学

部 
現代ビジネス学科 757,000 30,000 220,000 

 教育学部 教育学科 808,000 12,000 220,000 

生活科学部 

食品栄養学科 892,000 12,000 220,000 

 生活文化デザイン

学科 
853,000 12,000 220,000 

日本文学科 713,000 10,000 220,000 

英文学科 713,000 24,000 220,000 

 学芸学部 人間文化学科 713,000 12,000 220,000 

心理行動科学科 757,000 30,000 220,000 

音楽科 1,004,000 15,000 35,000 280,000 
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※音楽科は，上記のほかに演奏実技運営費として318,000円を納付する。

別表第12―２ 授業料，実習料，楽器使用料，施設設備資金（３年次編入学生） 

（単位 円） 

学部名 学科名 授業料 実習料 
楽器使用料

（音楽科） 
施設設備資金 

日本文学科 713,000 10,000 220,000 

英語文化コミュニ

ケーション学科
713,000 12,000 220,000 

 学芸学部 人間文化学科 713,000 10,000 220,000 

心理行動科学科 757,000 30,000 220,000 

音楽科 1,004,000 12,000 32,000 280,000 

※音楽科は，上記のほかに演奏実技運営費として実技系318,000円，文化系53,000円を納付する。

別表第13 研究生，科目等履修生，委託生及び特別聴講生の入学検定料，入学金，授業料 

（単位 円） 

種別 学部名 学科名 入学検定料 入学金 授業料（年額） 

現代ビジネス

学部 

現代ビジネス学

科 
200,000 

教育学部 教育学科 200,000 

生活科学部 

食品栄養学科 200,000 

生活文化デザイ

ン学科
200,000 

日本文学科 200,000 

英語文化コミュ

ニケーション学

科

200,000 

研究生 
人間文化学科 200,000 

心理行動科学科 200,000 

実技系 300,000 

学芸学部 文化系 200,000  

音楽科 
楽器使用料は22,000円と

する 

 

ただしオルガン専攻は

120,000円とする 

現代ビジネス

学部 

現代ビジネス学

科 

教育学部 教育学科 

生活科学部 

食品栄養学科 

１単位につき20,000円 

ただし，音楽科オルガン

実技は１単位につき

32,000円，楽器使用料は

120,000円とする 

科目等履修生 

生活文化デザイ

ン学科

日本文学科 

英語文化コミュ

ニケーション学

科

学芸学部 
人間文化学科 

心理行動科学科 
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音楽科 

現代ビジネス

学部 

現代ビジネス学

科 

教育学部 教育学科 

生活科学部 

食品栄養学科 

聴講生 

生活文化デザイ

ン学科

１単位につき15,000円 
日本文学科 

英語文化コミュ

ニケーション学

科

学芸学部 
人間文化学科 

心理行動科学科 

音楽科 

現代ビジネス

学部 

現代ビジネス学

科 
240,000 780,000 

教育学部 教育学科 240,000 808,000 

生活科学部 

食品栄養学科 240,000 892,000 

委託生 

生活文化デザイ

ン学科

30,000 

240,000 853,000 

日本文学科 240,000 780,000 

英語文化コミュ

ニケーション学

科

240,000 780,000 

学芸学部 
人間文化学科 240,000 780,000 

心理行動科学科 240,000 780,000 

音楽科 240,000 1,004,000 

現代ビジネス

学部 

現代ビジネス学

科 

教育学部 教育学科 

生活科学部 

食品栄養学科 

生活文化デザイ

ン学科

特別聴講生 日本文学科 

英語文化コミュ

ニケーション学

科

学芸学部 
人間文化学科 

当該大学との協議による。 
心理行動科学科 

音楽科 
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宮城学院女子大学教授会規程 

1987年１月 30日 

制定 

改正 1995年４月１日 2001年４月１日 

2002年４月１日 2007年４月１日 

2011年４月１日 2013年４月１日 

2013年 10月 23日 2015年４月１日 

2016年４月１日 2016年８月１日 

2023年４月 12日 2024年３月９日 

2025年２月 12日 2025年４月１日 

（目的） 

第１条 宮城学院女子大学学則第 37条に基づき設置される教授会の組織および運営に関して

は，学則に定めるもののほか，本規程に定めるところによるものとする。 

（教授会の構成） 

第２条 教授会は，宮城学院女子大学（以下「本学」という）の学長，副学長，専任教授，

専任准教授，および専任助教をもって構成する。 

２ 学長は，各年度の最初の教授会において，前項に定めるその年度の教授会の構成員を報

告する。 

（教授会への陪席） 

第３条 教授会が，必要と認めるときは，教授会構成員以外の者を陪席させることができ

る。 

（教授会の招集） 

第４条 教授会は，学長が招集する。 

２ 学長は，教授会の招集にあたり，予め議題，日時，および場所を教授会構成員に通知す

る。 

３ 学長が教授会を招集できないときは，副学長が教授会を招集することができる。 

（定例教授会） 

第５条 教授会は，毎月定例１回招集する。 
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（臨時教授会） 

第６条 次の各号の一に該当するとき，学長は臨時教授会を招集する。 

一 学長がとくに必要と認めたとき 

二 第２条第１項に規定する教授会構成員の３分の１以上が，議案を示して教授会の招集を

求めたとき 

（教授会の成立） 

第７条 教授会は，構成員の３分の２以上の出席をもって成立する。 

ただし，次の各号の一に該当する者は，構成員数に含めないものとする。 

一 休職者 

二 長期出張者 

三 特別研修休暇中の者 

２ 委任状は，これを認めない。 

（教授会の議長および副議長） 

第８条 学長は教授会の議長となる。 

２ 副学長は，教授会の副議長となり，教授会の司会にあたることができる。 

３ 学長が教授会の議長を務めることができないときは，副学長が議長を代行することがで

きる。 

（教授会の審議事項） 

第９条 教授会は，次に掲げる事項について学長が決定を行うに当たり意見を述べるものと

する。 

一 学生の入学，卒業及び課程の修了 

二 学位の授与 

三 本学教員の採用，昇任及び進退に関する事項 

四 役員選出に関する事項 

五 前４号に掲げるもののほか，教育研究に関する重要な事項で，教授会の意見を聴くこと

が必要なものとして学長が定めるもの 

２ 教授会は，前項に規定するもののほか，次に掲げる教育研究に関する事項について審議

し，及び学長の求めに応じ，意見を述べることができる。 

一 学長候補者の選考に関する事項 

二 研究及び教授に関する事項 

三 学則及び教育課程に関する事項 

四 学則及び規程等の制定及び改廃に関する事項 

五 学生の学業成績に関する事項 

六 学生の指導及び賞罰に関する事項 
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七 大学の行事，事業計画に関する事項 

八 その他教授会が必要と認めた事項 

（教授会の議決） 

第 10条 教授会議長は教授会の議決には加わらないものとする。 

２ 教授会の議決は，出席者の過半数の賛成によるものとする。 

ただし，賛否同数のときには議長の決するところによる。 

３ 前項の規定にかかわらず，教授会がとくに重要と認める事項の議決については，出席者

の３分の２以上の賛成を必要とする。 

（教授会の報告事項および議題） 

第 11条 教授会の報告事項および議題は，第 12条第１項第二号に規定する学長連絡会議が

これを作成する。 

２ 学長は，第２条第１項に規定する教授会構成員５名以上により議案が提出されたときは

それを受理し，教授会において審議しなければならない。 

（教授会の組織） 

第 12条 教授会には次の各号の機関を置く。 

一 三役会議 

二 学長連絡会議 

三 学部会議および学科会議 

四 宗教センター 

五 各部長，各センターおよび各部委員会

六 外部委員会 

七 学長戦略室 

八 音楽リエゾンセンター 

九 ジェンダー教育研究センター 

十 研究所 

２ 前項第一号，第二号，第四号，第五号，第七号，第八号，および第九号の機関の運営に

ついては，別に定める。 

（学部等における各種会議） 

第 13条 各学部に学部長および学部会議，一般教育部に一般教育部長および部会議，各学科

に学科長および学科会議，教育学部の各専攻に専攻会議を置く。 

２ 前項に定める学部会議は，所属する基幹教員としての専任教員，業務限定正教員，一号

特任教員，および所属する専任副手から互選により選出された１名をもって構成する。前

項に定める部会議，学科会議および専攻会議は，所属する基幹教員としての専任教員，業
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務限定正教員，一号特任教員，二号特任教員，特命教員，その他の教員，および所属する

専任副手，教務嘱託職員から互選により選出された１名をもって構成する。 

３ 学部長は学部会議，一般教育部長は部会議，学科長は学科会議，専攻主任は専攻会議を

招集し，その議事を運営する。 

４ 学部長，一般教育部長，学科長および専攻主任は，必要に応じてその招集する会議に，

構成員以外の者の出席を許可することができる。 

（研究所） 

第 14条 本学に，キリスト教文化研究所，生活環境科学研究所，人文社会科学研究所，およ

び発達科学研究所を置く。 

２ （削除） 

３ 各研究所の運営は，別に定めるところによる。 

（各部長，各センターおよび各部委員会，各種小委員会） 

第 15条 教授会に，教務部長，入試部長，学生部長，学術情報部長，社会連携部長，キャリ

ア支援部長（以下「各特定部長」という），および図書館長を置く。

２ 教授会に，教務センター，入試センター，学生生活センター，学術情報センター，社会

連携センター，キャリア支援センター（以下「各センター」という）を置く。 

３ （削除） 

４ 各センターの運営については別に定める。 

５ 学術情報部長は，図書館長を兼務する。 

（外部委員会） 

第 16条 教授会に，自己点検運営委員会，人事審査委員会，教職課程委員会，教職課程専門

委員会，ハラスメント防止委員会，学生相談センター運営会議，保健センター運営会議，

各研究所連絡会議，動物実験委員会，特別研修休暇制度運営委員会，こども園運営委員会

を置く。 

２ 前項に定めるほか，教授会は，教授会が必要と認める委員会を置くことができる。 

３ 各外部委員会の構成および運営については別に定める。 

（議事録の作成および保管） 

第 17条 教授会の議事については，議事録を作成し，保管しなければならない。 

２ 議事録の作成および保管は，学長の委嘱により庶務課がこれを行う。 

３ 議事録は，本学専任教員に対しては，常に公開されるものとする。 

（事務） 

第 18条 教授会に関する事務は，庶務課が所管する。 



‐学則－71‐ 

（改廃） 

第 19条 本規程の改廃は教授会の議を必要とする。 

附 則 

１ この規程は，1987年１月 30日から施行する。 

２ この施行にともない「教授会会議運営内規」（1971年２月 18日制定）は廃止する。 

３ 本規程は，1995年４月１日より改正施行する。 

４ 本規程は，2001年４月１日より改正施行する。 

５ 本規程は，2002年４月１日より改正施行する。 

６ 本規程は，2007年４月１日より改正施行する。 

７ 本規程は，2011年４月１日より改正施行する。 

８ 2013年度に，特命学長補佐（企画担当）を設置する。特命学長補佐（企画担当）は，学

長が指名し，任期を 2013年４月１日から１年とする。2014年度以降の継続に関しては，

学長が教授会に提案し，教授会で審議する。なお，第 13条協議会委員にかかわらず，協

議会構成員とする。 

９ （削除） 

10 本規程は，2013年４月１日より改正施行する。 

11 2013年度に，企画調整会議を設置する。企画調整会議は，2014年度以降の大学の在り方

について提案することを目的とし，必要に応じて調査，分析，検討を行う。企画調整会議

は，学長，特命学長補佐（企画担当），副学長（総務担当），副学長（学務担当）より構

成される。ただし，企画調整会議が必要と認める場合には，学長が指名する委員を加える

ことが出来る。また，企画調整会議は，必要に応じて複数のワーキンググループを設置す

ることが出来る。2014年度以降の継続に関しては，学長が教授会に提案し，教授会で審議

する。 

12 本規程は，2013年 10月 23日より改正施行する。但し，2013年度については在任中の学

長補佐を副学長とする。 

13 本規程は，2015年４月１日より改正施行する。 

14 本規程は，2016年４月１日より改正施行する。 

15 本規程は，2016年８月３日より改正施行する。 

16 本規程は，2023年４月 12日より改正施行する。 

17 本規程は，2024年３月９日より改正施行する。 

18 本規程は，2025年２月 12日より改正施行する。 

19 本規程は，2025年４月１日より改正施行する。 
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